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「
地
域
と
の
絆
」を
深
め
、

電
力
の
安
定
供
給
を
通
じ
て

復
興
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま

し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、多
く
の
設
備

に
地
震
に
よ
る
揺
れ
や
津
波
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、当

社
管
内
の
延
べ
約
４
８
６
万
戸
が
停
電
す
る
な
ど
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
企
業
グ
ル
ー
プ
各
社
、協
力
会
社
、電
力
各
社
の
応

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、早
期
の
設
備
復
旧
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、緊
急
設
置
電
源
の
運
転
開
始
、長
期
停
止
火

力
発
電
所
の
運
転
再
開
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
方
策
を
用
い
て
電

力
の
供
給
力
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。加
え
て
、地

域
の
皆
さ
ま
に
は
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
、節
電
を
お
願
い
し
た
結
果
、当
初
の
想
定
を
上
回
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、本
年
の
夏
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、原
町
火
力
発
電
所
の
試
運
転
を

当
初
計
画
よ
り
半
年
以
上
前
倒
し
す
る
な
ど
、一
定
の
供
給

力
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
が
、女
川
・
東
通
の
両
原
子
力
発
電

所
が
停
止
し
た
中
で
は
安
定
供
給
に
万
全
の
体
制
と
は
言
え

ま
せ
ん
。今
後
も
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
地
震
・

津
波
に
対
し
て
の
知
見
を
収
集
し
、原
子
力
発
電
所
の
点
検
・

復
旧
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、当
社
は
現
在
、「
震
災
に
よ
る
設
備
へ
の
甚
大
な
被

害
」に
加
え
て
、「
電
力
需
要
減
少
」、「
原
子
力
事
故
に
よ
る
直

接
・
間
接
の
被
害
」、「
原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
」、「
新
潟
・

福
島
豪
雨
に
よ
る
水
力
発
電
所
の
被
害
」な
ど
の
厳
し
い
経

営
環
境
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、事
業
の
立
て
直
し
を
図

る
べ
く
、緊
急
的
な
工
事
費
や
修
繕
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、人
件
費
の
削
減
な
ど
経
費
全
般
に
わ
た
り
聖
域
を
設
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け
ず
、徹
底
し
た
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
局
に
あ
る
当
社
で
す
が
、本
年「
東
北
電

力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針
」を
新
た
に
策
定
し
、グ
ル
ー
プ

一
体
と
な
っ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン「
地
域
と
と
も

に
未
来
を
ひ
ら
く
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。こ
の
実
現
の
た
め
に
決
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
、株
主
さ
ま
、お
客
さ
ま
、地
域
社
会
な
ど
の
当
社
を

支
え
て
く
だ
さ
る
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
か

ら
の
信
頼
で
す
。こ
の
た
め
、私
た
ち
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責

任
）は
全
て
の
事
業
活
動
に
関
わ
る
と
の
認
識
の
も
と
、と
り

わ
け
地
域
協
調
、企
業
倫
理
・
法
令
の
遵
守
、環
境
へ
の
配
慮

に
注
力
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
当
社
が
こ
れ
か
ら
果
た
し

て
い
く
べ
き
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、創
業
以
来
連
綿
と
築
き
あ
げ
て

き
た
地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
と
い
う
経
営
理
念
に
基

づ
き
、「
地
域
と
の
絆
」を
深
め
、電
力
の
安
定
供
給
を
通
じ
、

復
興
を
と
も
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、お
客
さ
ま

の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま

す
。本
レ
ポ
ー
ト
を
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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11
日

15
日

20
日

7
日

22
日

28
日

18
日

31
日

14
日

18
日

25
日

29
日

1
日

11
日

下
旬

30
日

9
日

26
日

30
日

28
日

8
日

22
日

30
日

1
日

20
日

27
日

27
日

31
日

2
日

8
日

26
日

25
日

21
日

22
日

2
日

19
日

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
M
９
・
０
、最
大
震
度
７
の
地
震
が
発

生
。
電
力
設
備
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、延
べ
約
４
８
６
万

戸
が
停
電
。
本
店
・
各
店
所
は
第
二
非
常
体
制
を
発
令
し
、社

長
を
本
部
長
と
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、復

旧
作
業
に
着
手

計
画
停
電
実
施
の
可
能
性
を
公
表

東
日
本
大
震
災
総
合
対
策
本
部
を
設
置
／
八
戸
火
力
発
電
所

３
号
機
が
運
転
再
開

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
M
７
・
２
、最
大
震
度
６
強
の
余
震

発
生

東
通
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、そ
の
実
施
状
況
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

東
通
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策（
中
長
期
対

策
）の
充
実
を
図
り
、そ
の
対
応
計
画
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、そ
の
実
施
状
況
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

長
期
運
転
停
止
し
て
い
た
東
新
潟
火
力
発
電
所
港
１
号
機
が

運
転
再
開

女
川
、東
通
両
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
へ
の
対
応
に
関
す
る
措
置
を
策
定
し
経
済
産
業
大
臣
へ

報
告

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
停
電
に
つ
い
て
、復
旧
に
着
手
可
能

な
地
域
の
停
電
を
全
て
解
消
／
北
部
基
幹
系
統「
北
上
幹
線
」

が
運
用
開
始

北
部
基
幹
系
統「
十
和
田
幹
線
」が
運
用
開
始

電
力
需
給
非
常
対
策
本
部
を
設
置

電
気
事
業
法
第
27
条
に
基
づ
く
電
気
の
使
用
制
限
開
始

東
北
電
力
で
ん
き
予
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
開
始

新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
只
見
川
・
阿
賀
野
川
水
系
の
水
力
発

電
所
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
発
生

新
潟
火
力
発
電
所
５
号
系
列
が
運
転
開
始

２
０
１
１
年
度
夏
季
最
大
電
力
１
２
４
６
万
ｋ
Ｗ
を
記
録

東
新
潟
火
力
発
電
所
港
３
号
系
列（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転

開
始

風
力
発
電
導
入
拡
大
に
向
け
た
実
証
試
験
の
実
施
、全
体
で

２
０
０
万
ｋ
Ｗ
の
系
統
連
系
を
目
指
す
こ
と
を
公
表

森
吉
発
電
所
が
運
転
開
始

第
１
回「
原
子
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」開
催

八
戸
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）の
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
化
を
公
表

新
仙
台
火
力
発
電
所
３
号
系
列
の
新
設
工
事
を
着
工

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
防
潮
堤
の
工
事
開
始
／
相
川

火
力
発
電
所
３
号
機
が
運
転
開
始

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー 

八
戸
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
開
始

東
通
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
安
全
性
に
関
す
る
総
合
評
価

（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）の
一
次
評
価
を
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に

報
告
／
新
仙
台
火
力
発
電
所
１
号
機
が
運
転
再
開

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針（
２
０
１
２
～
２
０
１
６

年
度
）を
策
定

新
潟
火
力
発
電
所
６
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

２
０
１
１
年
度
冬
季
最
大
電
力
１
３
６
２
万
ｋ
W
を
記
録

仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が
運
転
再
開

女
川
原
子
力
発
電
所
防
潮
堤
の
本
体
工
事
完
了

仙
台
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
開
始

東
新
潟
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

秋
田
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

八
戸
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

太
陽
光
発
電
事
業
新
会
社
「
東
北
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
」を

設
立

3月4月5月6月7月
東
日
本
大
震
災
後
の
主
な
で
き
ご
と（
２
０
１
２
年
９
月
末
現
在
）

2011年

震
災
を
振
り
返
っ
て

◎
い
ま
も
続
く
、復
旧
作
業
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、延
べ
約
４
８
６
万
戸
に
及
ぶ
お
客
さ

ま
に
停
電
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。津
波
が
多
く
の
電
力
設
備
に

襲
来
し
、鉄
塔
の
倒
壊
や
変
電
所
の
損
壊
、さ
ら
に
は
電
柱
の
折

損
、電
線
の
断
線
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
し
て
、道

路
の
損
壊
や
浸
水
、が
れ
き
な
ど
が
散
乱
す
る
現
場
へ
の
進
行
が

非
常
に
困
難
な
状
況
の
な
か
、グ
ル
ー
プ
企
業
、協
力
会
社
一
体

と
な
り
、復
旧
作
業
を
進
め
た
結
果
、震
災
３
日
後
で
約
80
％
、

２
０
１
１
年
３
月
末
時
点
で
約
96
％
ま
で
停
電
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

太
平
洋
側
の
火
力
発
電
所
は
特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、昼
夜
２
交
代
な
ど
、懸
命
な
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、新
仙
台
火
力
発
電
所
１
号
機
が
震
災
発
生
か
ら
９
カ
月
後
の

２
０
１
１
年
12
月
に
、仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が
、２
０
１
２

年
２
月
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。な
か
で
も
事
務
本
館
建
物

の
３
階
ま
で
達
す
る
津
波
が
襲
来
し
た
原
町
火
力
発
電
所
は
、

当
初
２
０
１
３
年
夏
前
ま
で
の
運
転
再
開
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、工
期
短
縮
に
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
を
重
ね
た
結
果
、

２
０
１
２
年
11
月
に
２
号
機
が
試
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
郷
土「
東
北
」に
、か
つ
て
な
い

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
余
り
。

当
社
は
少
し
ず
つ
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
M
９
・
０
、最
大
震
度
７
の
地
震
が
発

生
。
電
力
設
備
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、延
べ
約
４
８
６
万

戸
が
停
電
。
本
店
・
各
店
所
は
第
二
非
常
体
制
を
発
令
し
、社

長
を
本
部
長
と
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、復

旧
作
業
に
着
手

計
画
停
電
実
施
の
可
能
性
を
公
表

東
日
本
大
震
災
総
合
対
策
本
部
を
設
置
／
八
戸
火
力
発
電
所

３
号
機
が
運
転
再
開

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
M
７
・
２
、最
大
震
度
６
強
の
余
震

発
生

東
通
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、そ
の
実
施
状
況
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

東
通
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策（
中
長
期
対

策
）の
充
実
を
図
り
、そ
の
対
応
計
画
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、そ
の
実
施
状
況
を
経
済
産
業
大
臣
へ
報
告

長
期
運
転
停
止
し
て
い
た
東
新
潟
火
力
発
電
所
港
１
号
機
が

運
転
再
開

女
川
、東
通
両
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
へ
の
対
応
に
関
す
る
措
置
を
策
定
し
経
済
産
業
大
臣
へ

報
告

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
停
電
に
つ
い
て
、復
旧
に
着
手
可
能

な
地
域
の
停
電
を
全
て
解
消
／
北
部
基
幹
系
統「
北
上
幹
線
」

が
運
用
開
始

北
部
基
幹
系
統「
十
和
田
幹
線
」が
運
用
開
始

電
力
需
給
非
常
対
策
本
部
を
設
置

電
気
事
業
法
第
27
条
に
基
づ
く
電
気
の
使
用
制
限
開
始

東
北
電
力
で
ん
き
予
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
開
始

新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
只
見
川
・
阿
賀
野
川
水
系
の
水
力
発

電
所
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
発
生

新
潟
火
力
発
電
所
５
号
系
列
が
運
転
開
始

２
０
１
１
年
度
夏
季
最
大
電
力
１
２
４
６
万
ｋ
Ｗ
を
記
録

東
新
潟
火
力
発
電
所
港
３
号
系
列（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転

開
始

風
力
発
電
導
入
拡
大
に
向
け
た
実
証
試
験
の
実
施
、全
体
で

２
０
０
万
ｋ
Ｗ
の
系
統
連
系
を
目
指
す
こ
と
を
公
表

森
吉
発
電
所
が
運
転
開
始

第
１
回「
原
子
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」開
催

八
戸
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）の
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
化
を
公
表

新
仙
台
火
力
発
電
所
３
号
系
列
の
新
設
工
事
を
着
工

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
防
潮
堤
の
工
事
開
始
／
相
川

火
力
発
電
所
３
号
機
が
運
転
開
始

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー 

八
戸
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
開
始

東
通
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
安
全
性
に
関
す
る
総
合
評
価

（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）の
一
次
評
価
を
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に

報
告
／
新
仙
台
火
力
発
電
所
１
号
機
が
運
転
再
開

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針（
２
０
１
２
～
２
０
１
６

年
度
）を
策
定

新
潟
火
力
発
電
所
６
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

２
０
１
１
年
度
冬
季
最
大
電
力
１
３
６
２
万
ｋ
W
を
記
録

仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が
運
転
再
開

女
川
原
子
力
発
電
所
防
潮
堤
の
本
体
工
事
完
了

仙
台
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
開
始

東
新
潟
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

秋
田
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

八
戸
火
力
発
電
所
５
号
機（
緊
急
設
置
電
源
）が
運
転
開
始

太
陽
光
発
電
事
業
新
会
社
「
東
北
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
」を

設
立

8月9月10月11月12月1月2月4月5月6月7月9月
2012年

　

震
源
に
最
も
近
い
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、発
電
所
に
お
け

る
安
全
確
保
の
基
本
で
あ
る
、原
子
炉
を「
止
め
る
」「
冷
や
す
」、放

射
性
物
質
を「
閉
じ
こ
め
る
」と
い
う
機
能
が
有
効
に
働
き
、全
３

基
が
設
計
ど
お
り
安
全
に
自
動
停
止
し
、そ
の
後
、冷
温
停
止
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。定
期
検
査
中
で
あ
っ
た
東
通

原
子
力
発
電
所
１
号
機
は
、設
備
被
害
は
な
く
、緊
急
安
全
対
策
の

有
効
性
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
訓
練
や
資
機
材
の
改
善
、さ

ら
な
る
安
全
性
向
上
に
向
け
た
安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

２
０
１
１
年
７
月
末
の「
新
潟
・
福
島
豪
雨
」で
は
、只
見
川
・
阿

賀
野
川
水
系
の
水
力
発
電
所
に
お
い
て
、甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。最
大
で
29
カ
所
の
発
電
所
に
お
い
て
運
転
が
で
き
な
い

状
況
と
な
り
、貴
重
な
供
給
力
の
約
１
０
０
万
kW
が
失
わ
れ
ま
し

た
。泥
を
手
作
業
で
掻
き
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、懸
命
な
復
旧
作

業
を
続
け
、順
次
運
転
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、早
期
の
復
旧
に
向

け
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

◎
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
目
指
し
て
。

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、さ
ら
に
は
新
潟
・
福

島
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
も
電
力
設
備
に
大
き
な
被
害
を
受
け
る
な

ど
、当
社
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、立
ち
止
ま
る
こ
と

な
く
、新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
へ
の
進
化
を
目
指
し
、取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
導
入
実
績
を
も
つ
風
力
発
電
の
一
層
の

拡
大
、さ
ら
に
太
陽
光
発
電
へ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

の
新
会
社
の
設
立
な
ど
、当
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら

な
る
導
入
拡
大
を
図
り
、東
北
の
復
興
を
支
援
し
、地
域
の
基
盤
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
発
生
時
、震
源
に
最
も
近
い

女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、１
号
機
、３
号
機
が

通
常
運
転
中
、定
期
検
査
中
の
２
号
機
は
原
子

炉
起
動
中
で
し
た
が
、３
基
全
て
が
設
計
ど
お

り
自
動
停
止
し
ま
し
た
。

　

発
電
所
の
安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
電
源
は
、発
電
所
外
部
か
ら
供
給
し
て
い
る

送
電
線
５
回
線
の
う
ち
１
回
線
が
確
保
さ
れ
、

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
も
健
全
で
し
た
。

そ
の
後
襲
来
し
た
津
波
に
よ
り
、一
部
設
備
の

倒
壊
や
浸
水
な
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、

発
電
所
の
主
要
構
造
物
が
設
置
さ
れ
た
敷
地
高

さ
を
越
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、原
子
炉
お
よ
び
燃
料
プ
ー

ル
を
冷
却
す
る
機
能
は
保
た
れ
、原
子
炉
は
安

定
し
た
状
態
を
維
持
し
、原
子
力
発
電
所
の
安

全
確
保
の
基
本
で
あ
る
原
子
炉
を「
止
め
る
」

「
冷
や
す
」、放
射
性
物
質
を「
閉
じ
こ
め
る
」が

震
源
に
最
も
近
い

女
川
原
子
力
発
電
所
は
、

設
計
ど
お
り
に
安
全
確
保
の
機
能
が

働
き
ま
し
た
。

安
全
へ
の
備
え
の
思
想
、

敷
地
高
さ
に
よ
る
対
策
が

女
川
原
子
力
発
電
所
を

守
り
ま
し
た
。

津波により倒壊した1号機重油貯蔵タンク 浸水被害のあった2号機補機冷却水系熱交換器室

女川原子力発電所（宮城県女川町、石巻市）

原
子
力
発
電
所
の

取
り
組
み

被
災
状
況
と
安
全
性
の
確
保
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震
災
時
、

地
域
住
民
の
方
々
が
発
電
所
に

多
数
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
時
、女
川
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
地
域

も
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

発
電
所
南
側
に
あ
た
る
石
巻
市
鮫
浦
地
区
の

方
々
が
女
川
原
子
力
P
R
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し

て
来
ら
れ
ま
し
た
。夜
を
迎
え
、あ
た
り
が
暗

く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
停

電
し
て
い
る
う
え
に
飲
料
水
や
食
料
な
ど
も

な
い
た
め
、発
電
所
内
の
体
育
館
に
移
動
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

避
難
さ
れ
て
き
た
方
は
震
災
後
３
日
目
の
14

日
に
は
３
６
０
人
を
超
え
、６
月
ま
で
の
約
３

カ
月
間
、発
電
所
員
が
本
店
や
支
店
な
ど
か
ら

食
料
や
医
薬
品
な
ど
を
調
達
し
て
避
難
さ
れ
た

方
々
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た「
原
子
力
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
P

10
参
照
）

で
は
、こ
の
地
域
住
民
の
方
々
の
発
電
所
へ
の

受
入
れ
に
関
し
て
、「
原
子
力
発
電
所
に
一
般
住

民
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。地
域
と

の
交
流
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
た
。こ
の
点
を

検
証
し
、地
域
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
ほ
し
い
」

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
機
能
し
た
こ
と
で
、発
電
所
の
安
全
性

は
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、東
通
原
子
力
発
電
所
は
地
震
発
生
時
、

定
期
検
査
の
た
め
、運
転
を
停
止
中
で
、発
電
所

設
備
に
お
い
て
地
震
の
揺
れ
や
津
波
に
よ
る
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

専
門
的
知
見
と
歴
史
に
学
ん
だ
、

安
全
に
対
す
る
備
え
の
思
想
。

　

当
社
で
は
女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
計

画
当
初
か
ら
、津
波
対
策
が
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
の
認
識
か
ら
、外
部
専
門
家
を
含
む
委
員
会
で

の
討
議
を
重
ね
、「
敷
地
の
高
さ
を
も
っ
て
津
波

対
策
と
す
る
。敷
地
の
高
さ
は
海
抜
15
ｍ
程
度
」と

の
集
約
を
得
て
、女
川
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
の

高
さ
を
14
・
８
ｍ
と
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、過

去
の
記
録
な
ど
に
よ
る
発
電
所
付
近
の
津
波
の

❶

高
さ
を
大
き
く
上
回
る
安
全
側
の
設
定
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
各
種
の
津
波
調
査
、数
値
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、土
木
学
会
に
よ
る
評
価
技
術
に
基

づ
い
た
津
波
評
価
な
ど
、そ
の
時
々
の
最
新
知
見

を
反
映
し
な
が
ら
、津
波
評
価
を
実
施
し
、適
時

適
切
に
津
波
に
対
す
る
安
全
性
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。２
号
機
建
設
の
際
に
は
、数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
活
用
や
８
６
９
年
貞
観
津
波
の
痕

跡
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、津
波
の
想
定
高

さ
を
９
・１
ｍ
に
引
き
上
げ
、敷
地
の
法
面
を
強
化

す
る
た
め
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
護
工
を
９
・７
ｍ
の

高
さ
ま
で
設
置
し
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
に
よ

る
複
数
の
津
波
の
襲
来
に
も
法
面
は
十
分
に
機
能

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
計
画
当
初
か
ら
今
に
至
る
、安
全
へ

の
基
本
的
な
考
え
方
と
取
り
組
み
に
よ
り
、女
川

原
子
力
発
電
所
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

女川原子力発電所の強固なコンクリート防護工

地域の皆さんが避難した女川原子力発電所体育館

主要建屋

女川原子力発電所の基本水位

観測された津波の水位

津波は敷地の高さを越えていない

津波の痕跡高（最大）  約13.8m（※3）

敷地の高さ
約13.8m（※2）津波の高さ

約13m（※1）

女川原子力発電所における敷地の高さと津波調査
※1 津波の高さとは津波によって海面が上昇した 高さ。女川原子力発電所の潮位計で観測された津波 の高さは
　    約13m。
※2 敷地の高さ約13.8mは、地震後の地盤沈下量（−1m程度）を考慮した値。
※3 建屋や設備に残された津波の痕跡の高さと海岸から内陸に津波が及んだ高さの総称。今回の津波の痕跡高の
　    調査では、津波は敷地高さを越えて主要建屋に到達していないことを確認。
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当
社
は
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

踏
ま
え
、女
川
原
子
力
発
電
所
・
東
通
原
子
力
発

電
所
に
お
い
て
、津
波
に
よ
り
発
電
所
外
部
か
ら

供
給
さ
れ
る
全
て
の
電
源
や
冷
却
設
備
の
機
能

が
喪
失
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、炉
心
損
傷
お
よ

び
使
用
済
燃
料
の
損
傷
を
防
止
し
、放
射
性
物
質

の
放
出
を
抑
制
し
つ
つ
、原
子
炉
施
設
の
冷
却
機

能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
緊
急
安
全
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、万
一
、シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト（
炉
心

の
重
大
な
損
傷
な
ど
）が
発
生
し
た
場
合
で
も

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、「
中
央
制
御
室
の
作

業
環
境
の
確
保
」、「
発
電
所
構
内
通
信
手
段
の

確
保
」、「
資
機
材
の
確
保
お
よ
び
放
射
線
管
理

の
た
め
の
体
制
の
整
備
」、「
水
素
爆
発
防
止
対

緊
急
安
全
対
策
、

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
実
施
。

良
土
を
使
用

し
た
約
３
m
の

高
さ
の
防
潮

堤
を
、約
６
０
０

m
に
わ
た
っ
て

設
置
し
た
も
の

で
す
。こ
れ
に

よ
っ
て
高
さ
は
海
抜
約
17
m
と
な
り
、津
波
に
対

す
る
安
全
性
が
さ
ら
に
向
上
し
ま
し
た
。あ
わ
せ

て
非
常
用
海
水
ポ
ン
プ
施
設
へ
の
浸
水
を
防
ぐ

た
め
に
設
置
工
事
を
進
め
て
い
た
防
潮
壁
に
つ

い
て
も
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

原
子
炉
建
屋
内
の
設
備
に
つ
い
て
は
、万
一
、

炉
心
損
傷
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、可
能
な

限
り
放
射
性
物
質
を
原
子
炉
格
納
容
器
や
原
子

炉
建
屋
な
ど
に
閉
じ
込
め
、発
電
所
外
へ
の
影
響

を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、「
閉
込
機
能
」を
強
化
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
閉
込
機
能
と
し
て
は
、緊
急
安
全
対

策
」、「
が
れ
き
撤
去
用
の
重
機
の
配
備
」の
対
策

も
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

両
原
子
力
発
電
所
で
は
、こ
れ
ら
の
対
策
に
つ

い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
想
定
し
て
、電
源
確

保
訓
練
、建
屋
内
海
水
浸
入
対
応
訓
練
、消
防
車

に
よ
る
注
水
訓
練
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
、実

効
的
に
運
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
発
電
所
員
の
技
能
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
の
た
め
の

施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

緊
急
安
全
対
策
の
中
長
期
対
策
と
し
て
、女

川
原
子
力
発
電
所
で
は
、発
電
所
建
屋
よ
り
さ

ら
に
高
い
海
抜
52
m
の
高
台
に
大
容
量
電
源
装

置
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
防
潮
堤
設
置
工
事

を
２
０
１
１
年
末
よ
り
進
め
、２
０
１
２
年
４
月

に
本
体
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。こ
れ
は
発
電

所
敷
地
高
さ
約
13
・
８
m
の
上
に
、セ
メ
ン
ト
改

防
潮
堤
の
設
置
、

「
閉
込
機
能
」の
強
化
な
ど
、

さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東通原子力発電所（青森県東通村） 原
子
力
発
電
所
の

取
り
組
み

さ
ら
な
る
安
全
性
へ
の
取
り
組
み
①

防潮堤（女川原子力発電所）
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排
気
筒

サプレッションチェンバ
原子炉格納容器

原子炉建屋

原
子
炉
圧
力
容
器

フィルター

【凡例】

　：既設のライン

　：追設するライン

原子炉建屋

［水素爆発防止］
  ④水素検知器の設置
　 【東通実施済／女川
　  実施予定】

［放射性物質放出抑制・水素爆発防止］
  ⑥格納容器上部等の
　  密閉性確保対策 【新規】

［放射性物質放出抑制］
  ①格納容器ベント方法の強化
　  【対策済】

［水素爆発防止］
  ②原子炉建屋への穴開け機材の配備【女川実施済】

これまでの対策 これからの対策

［水素爆発防止］
  ③原子炉建屋ベント装置の設置
　  【東通実施済／女川実施予定】

原
子
炉
建
屋
の
閉
込
機
能

格
納
容
器
の
閉
込
機
能

⑤フィルター付格納容器ベント設備の設置 【新規】
［放射性物質放出抑制］

策
と
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
の
中
で
、格

納
容
器
ベ
ン
ト
方
法
の
強
化
、原
子
炉
建
屋
ベ

ン
ト
装
置
の
設
置
、水
素
検
知
器
の
設
置
に
つ

い
て
順
次
実
施
し
て
お
り
、２
０
１
２
年
度
内
に

全
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
安
全
性
向
上
を
図
る
た
め
、フ
ィ
ル

タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン
ト
設
備
の
設
置
、格
納

容
器
上
部
な
ど
の
密
閉
性
確
保
対
策
を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。フ
ィ
ル
タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン

ト
設
備
は
、格
納
容
器
の
過
度
な
圧
力
上
昇
に

伴
う
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
、蒸
気
を
大
気

に
放
出
し
て
圧
力
を
低
減
さ
せ
る
際
、フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、放
射
性
物

質
の
放
出
量
を
抑
制
す
る
も
の
で
す
。

　

設
備
被
害
の
な
か
っ
た
東
通
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
も
同
様
の
対
策
に
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、加
え
て
大
規
模
地

震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、適

切
に
事
故
対
応
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
指
揮
所
機
能
を
強
化
す
る
た

め
、２
０
１
６
年
度
頃
を
目
途
に
、

免
震
重
要
棟
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
対
策
に
よ
り
、当
社

の
原
子
力
発
電
所
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

と
同
様
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
安
全
レ
ベ
ル
を

確
保
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、当
社
で

は
今
後
と
も
、さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。各
種
安
全
機
能
に
つ

い
て
、各
発
電
所
の
特
性
や
最
新
の
知
見
な
ど
を

踏
ま
え
て
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
最
適

な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、あ
る
要
因
で
一

つ
の
機
能
が
全
て
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
性
に
対
す
る

「
厚
み
」を
加
え
て
い
き
ま
す
。

外蓋

内蓋
原子炉建屋
原子炉棟屋上

グレーチング

電源車による電源確保訓練

原子炉建屋ベント装置（東通原子力発電所） 原子炉建屋ベント装置構造概要図

大容量電源装置（女川原子力発電所）

原子力発電所のさらなる安全性の向上に向けた取り組み  〜万一に備えた「閉込機能」の強化〜（2012年9月現在）
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IAEA調査団に震災時の様子について詳細に説明震災時、海水が流入した2号機原子炉建屋付属棟の調査風景

防潮堤を上り、津波の影響がないことを確認する調査団IAEA国際専門家会議において、女川原子力発電所の調査結果の概要が
報告された

原
子
力
発
電
所
の

取
り
組
み

さ
ら
な
る
安
全
性
へ
の
取
り
組
み
②

　

震
災
直
後
の
女
川
原
子
力
発
電
所
の
状
況
を

調
べ
る
た
め
、２
０
１
２
年
７
月
末
、国
際
原
子

力
機
関（
I
A
E
A
）の
調
査
団
が
同
発
電
所
を

訪
れ
、延
べ
９
日
間
に
わ
た
っ
て
２
号
機
原
子

炉
建
屋
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。調
査
は
、大
震

災
で
大
き
な
揺
れ
と
津
波
に
襲
わ
れ
な
が
ら
被

害
が
少
な
か
っ
た
女
川
原
子
力
発
電
所
の
状
況

を
把
握
し
、I
A
E
A
加
盟
各
国
の
安
全
対
策
に

活
か
す
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

調
査
団
は
、ス
ジ
ッ
ト
・
サ
マ
ダ
ー
I
A
E
A

耐
震
安
全
セ
ン
タ
ー
長
を
団
長
に
、地
震
工
学

や
原
子
力
安
全
の
専
門
家
な
ど
20
人
で
構
成
さ

れ
、発
電
所
内
で
実
際
に
震
災
被
害
の
あ
っ
た

現
場
の
確
認
や
、当
社
社
員
へ
の
震
災
時
の
運

転
状
況
に
関
す
る
聞
き
取
り
な
ど
を
通
し
て

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
後
の
記
者
会
見
で
、

「
驚
く
ほ
ど
損
傷
が
少
な
か
っ
た
」と

安
全
性
を
公
表
。

　

調
査
終
了
後
、８
月
10
日
に
東
京
で
行
わ
れ

た
I
A
E
A
の
記
者
会
見
で
の
発
表
で
、次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
女
川
１
～
３
号
機
に
お
い
て
、地
震
時
に
安
全

　

確
保
上
重
要
な
設
備
は
も
と
よ
り
、そ
の
他
の

　

設
備
も
適
切
に
機
能
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

◎
大
き
な
地
震（
M
９・
０
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、設

　

備
に
つ
い
て
は
驚
く
ほ
ど
損
傷
が
少
な
く
、設

　

計
時
に
十
分
な
裕
度
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

　

て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
は
、今
後
、I
A
E
A
に
よ

り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、I
A
E
A
加
盟
国
に

お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
の
た
め

の
知
見
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、本
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、９

月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
I
A
E
A
国
際

専
門
家
会
議
で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
川
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
が

I
A
E
A
調
査
団
に
よ
り
、

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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ら
う
べ
き
と
推
薦
が
あ
り
、２
０
１
２
年
４
月
、

当
社
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
か
ら
の
招
待
を
受

け
、女
川
原
子
力
発
電
所
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
６
月
に
は
、フ
ラ
ン
ス
A
R
E
V
A
社
、

フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
に
て
、同
じ
く
女
川
原
子

力
発
電
所
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
講
演
し
、世

界
各
国
の
原
子
力
発
電
関
係
者
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、女
川
原
子
力
発
電
所
が
震
源
に

最
も
近
い
原
子
力
発
電
所
で
あ
り
な
が
ら
全

３
基
が
安
全
停
止
し
た
こ
と
、敷
地
の
高
さ
を

14
・
８
m
と
し
た
経
緯
や
、津
波
評
価
の
見
直
し

に
伴
っ
て
補
強
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
東

北
電
力
が
代
々
受
け
継
い
で
き
た「
安
全
性
向

上
の
た
め
の
継
続
的
な
取
り
組
み
」に
つ
い
て

紹
介
し
、聴
講
者
か
ら「
継
続
し
た
安
全
向
上

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、素
晴
ら
し
い

成
果
だ
」「
女
川
の
早
期
の
再
開
を
祈
念
す
る
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
、女
川
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
た

元
米
国
原
子
力
規
制
委
員
会
の
デ
ン
ト
ン
氏
よ

り
、女
川
原
子
力
発
電
所
が
安
全
に
停
止
で
き

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
広
く
世
界
に
知
っ
て
も

米国ピッ ツパー グ 大学のシンポジ
ウムでの講演

フランス AREVA社での講演の様子

米国ピッバーグ大学でのシンポジウム参加

第1回有識者会議（女川原子力発電所）

青森県内5事業者が集まった原子力安全推進協議会

さらなる安全性と信頼の獲得を目指して、
社外の有識者の方から幅広くご意見を
いただく会議を設置。
　震災以降、原子力発電所の一層の安全対策についての要
請や、これからのエネルギー・原子力政策についての見直
しを求める声の高まりなど、原子力を取り巻く環境が大き
く変化しています。
　このため当社では、これからの原子力のあり方という大
きな課題を見据え、原子力運営の信頼回復に向けて、「原
子力のあり方に関する有識者会議」を設置しました。これ
は、安全性の高い発電所実現や地域の皆さまとのコミュニ
ケーションのあり方、透明性の高い企業風土の確立などに
ついて、社外の有識者の方から、さまざまな観点からご意
見・ご助言をいただくものです。　
　2011年11月に第1回会議を女川原子力発電所において
開催しました。北村正晴東北大学名誉教授を座長とし、委
員の方から多くのご意見をいただきました。

青森県内の原子力事業者間で
さらなる安全性の向上に向けて
協力協定を締結。
　2011年12月、青森県内に原子力関連事業所を有する5事
業者［東京電力、日本原燃、電源開発、リサイクル燃料貯蔵、当
社］が、「青森県内原子力事業者間安全推進協力協定」を締結
しました。
　本協定は、5事業者間で、技術支援、情報交換を行うことに
より、各事業所のさらなる安全性向上、技術力向上や、原子
力災害への対応能力向上のための活動について、相互に協
力して対応することを目的としています。
　協力活動の内容としては、（1）平常時における安全管理な
どに係る協力活動（2）訓練などによる原子力災害への対応
能力向上のための協力活動（3）原子力災害時の協力活動の3
項目としています。これまでに、事業所間の現場視察や訓練
の実施、原子力災害時に必要となる資機材、協力要員の派遣
人数などの検討といった活動を行っています。

震
災
時
の

女
川
原
子
力
発
電
所
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

米
国
と
フ
ラ
ン
ス
で
講
演
。
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太
平
洋
側
の
火
力
発
電
所
は
、地
震
に
よ
る
津

波
の
影
響
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

仙
台
火
力
発
電
所
で
は
、屋
内
設
備
や
タ
ー
ビ
ン

本
館
の
浸
水
、燃
料
設
備
な
ど
の
屋
外
設
備
の
冠

水
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
、新
仙
台
火
力
発
電

所
も
、タ
ー
ビ
ン
本
館
・
ボ
イ
ラ
ー
建
屋
、事
務

本
館
の
浸
水
、変
圧
器
開
閉
所
な
ど
の
屋
外
設
備

の
冠
水
、構
内
地
面
一
部
陥
没
な
ど
、大
変
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、昼
夜
２
交
代

で
復
旧
作
業
を
行
う
な
ど
、懸
命
に
努
力
し
た
結

果
、２
０
１
１
年
12
月
に
は
、新
仙
台
火
力
発
電

所
１
号
機（
出
力
35
万
kW
）が
、被
災
し
た
当
社
火

力
発
電
所
と
し
て
は
初
め
て
営
業
運
転
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、発
電
所
の
内
部
に
入
り

甚
大
な
設
備
被
害
を
乗
り
越
え
、

早
期
復
旧
を
実
現
し
た

２
火
力
発
電
所
。

込
ん
だ
海
水
や
泥
、が
れ
き
の
処
理
な
ど
多
く
の

困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、早
期
復
旧
を
果
た
す
た

め
に
、従
来
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
実
行
し
た
こ
と
で
、

工
期
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、早
期
の
営
業
運

転
再
開
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
２
０
１
１
年
12
月
に
、今
度
は
仙
台
火

力
発
電
所
４
号
機（
出
力
44
万
６
０
０
０
kW
）が
甚

大
な
被
害
か
ら
復
旧
し
、試
運
転
に
よ
る
発
電
を

再
開
し
ま
し
た
。同
機
は
当
初
、２
０
１
２
年
３

月
の
営
業
運
転
再
開
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

営
業
運
転
再
開
時
期
を
さ
ら
に
前
倒
し
す
べ
く

懸
命
に
努
力
し
た
結
果
、２
０
１
２
年
２
月
に
は

営
業
運
転
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最

新
鋭
の
高
効
率
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電

設
備
で
あ
る
同
機
の
復
旧
は
、厳
し
い
寒
さ
が
続

く
冬
季
間
の
電
力
安
定
供
給
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

新
仙
台
火
力
発
電
所
１
号
機
、

仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が

甚
大
な
被
害
か
ら
復
旧
し
、

営
業
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

火
力
発
電
所
の

取
り
組
み

仙
台
火
力
発
電
所
・
新
仙
台
火
力
発
電
所

2012年2月の復旧状況 仙台火力発電所の被災状況（制御空気圧縮機付近）

2011年12月の復旧状況 新仙台火力発電所の被災状況（燃料などを供給する
配管ラック付近）
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復旧した仙台火力発電所4号機
◎出力44万6,000kW（宮城県七ヶ浜町）

2011年
●３月12日／設備被害状況調査、土砂・がれき撤去開始 
●６月～／主機分解点検開始 
●７月～／主要機器（ガスタービン他）工場発送開始 
●10月～／主要機器搬入・据付、給・排水装置など試運転開始 
●12月4日／燃料ガス受入 
●12月15日／ガスタービン起動 
●12月20日／試運転開始

2012年
●2月8日／営業運転再開 

復旧した新仙台火力発電所1号機
◎出力35万kW（仙台市宮城野区）

2011年
●3月16日／土砂・がれき撤去開始
●3月22日／設備被害状況調査開始
●5月9日／ボイラー炉内点検開始
●5月16日／タービン・発電機分解点検開始
●5月23日／定期事業者検査開始
●11月4日／重油系統運転開始
●11月25日／循環水系統運転開始
●12月10日／ボイラー点火
●12月11日／試運転開始
●12月27日／営業運転再開

仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
に
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
。

発
電
コ
ス
ト
低
減
と
C
O
2
排
出
削
減
を
目
指
し
、コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
へ
リ
プ
レ
ー
ス
。

日本産業技術大賞の盾とブロンズ像

新仙台火力発電所3号系列
完成予想図

LNGタンク基礎工事

　

２
０
１
１
年
６
月
、仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が
、米

国
の
エ
ジ
ソ
ン
電
気
協
会
よ
り「
エ
ジ
ソ
ン
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。こ
れ
は
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
０
年
に

実
施
さ
れ
た
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
に
あ
た
り
、地
域
と
の

共
生
、特
別
名
勝
松
島
に
調
和
し
た
和
風
の
外
観
採
用

や
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
に
よ
る
生
態
系
な
ど
周
辺
環
境
へ

の
配
慮
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

エ
ジ
ソ
ン
賞
は
当
社
初
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
年
７
月
、日
刊
工
業
新
聞
社
主
催
の「
日
本
産

業
技
術
大
賞
内
閣
総
理
大
臣
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
産
業
技
術
大
賞
は
、１
９
７
２
年
か
ら
続
く
日
本

の
産
業
界
を
代
表
す
る
賞
で
あ
り
、世
界
を
リ
ー
ド
す

る
自
主
技
術
の
開
発
を
促
す
た
め
、国
内
産
業
の
発
展

に
貢
献
し
た
技
術
開
発
の
成
果
に
対
し
て
表
彰
す
る
も

の
で
、内
閣
総
理
大
臣
賞
は
最
高
位
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
は
、発
電
設
備
の
高
効
率
化
が
高
温
化
・
大

型
化
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、従
来
機
種
に
最
新
の
技

　

新
仙
台
火
力
発
電
所
は
、１
９
７
１
年
に
１
号
機（
出

力
35
万
kW
）、１
９
７
３
年
に
２
号
機（
出
力
60
万
kW
）が

営
業
運
転
を
開
始
し
、経
年
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、新
た
に
発
電
効
率
の
高
い
コ

ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式
を
採
用
し
た
３
号

系
列
と
し
て
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、発
電
コ
ス

ト
低
減
と
、C
O
2
排
出
削
減
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
は
、ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
発
電
を
行
う

も
の
で
、従
来
の
発
電
方
式
と
比
べ
て
熱
効
率
が
高
く
、

３
号
系
列
の
熱
効
率
は
、当
社
の
火
力
発
電
所
で
は
最

も
高
い
59
％
以
上
を
見
込
ん
で
お
り
、燃
料
消
費
量
や

C
O
2
排
出
量
と
も
に
従
来
型
よ
り
約
３
割
削
減
で
き

る
も
の
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
11
月
に
着
工
し
、２
０
１
６
年
７
月
に
半

術
を
適
用
す
る
こ
と
で
高
温
化
・
大
型
化
に
よ
ら
ず
高

効
率
化
を
達
成
し
た
こ
と
が
、国
内
外
に
技
術
展
開
し

て
い
く
上
で
の
モ
デ
ル
案
件
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。当
社
と
し
て
同
賞
の
受
賞
は
、通
算
４
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
の
副
賞
１
０
０
万
円
は
、こ
れ
ま
で
の
感
謝
と

震
災
の
復
興
に
向
け
た
支
援
の
意
を
込
め
、地
元
の
宮
城

県
七
ヶ
浜
町
へ
全
額
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

量（
49
万
kW
）、さ
ら
に
２
０
１
７
年
７
月
に
半
量（
49
万

kW
）の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
号
系
列
で
は
、新
た
に
L
N
G
燃
料
設
備
を
建

設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
新
た
に
L
N
G
燃

料
設
備
を
建
設
す
る
こ
と
で
既
設
の
新
潟
県
内
の
設
備

と
燃
料
供
給
源
を
分
散
化
し
、自
然
災
害
へ
の
対
応
力

の
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。
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原
町
火
力
発
電
所
は
、震
災
時
の
18
m
に
も
及

ぶ
津
波
に
よ
り
、事
務
本
館
３
階
ま
で
の
冠
水
、

４
台
の
揚
炭
機
と
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
損
壊
、重

軽
油
タ
ン
ク
の
損
壊
、変
圧
器
の
全
冠
水
、タ
ー

ビ
ン
本
館
１
階
の
電
気
・
機
械
設
備
の
冠
水
、諸

建
屋
の
損
傷
・
流
失
な
ど
、火
力
発
電
所
と
し
て

の
機
能
を
失
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
発
電
所
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら

30 km
圏
内
に
あ
り
、震
災
後
の
４
月
21
日
ま
で
は

屋
内
退
避
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、資
機

屋
外
設
備
の
損
壊
・
流
失
、

事
務
本
館
３
階
ま
で
の
冠
水
な
ど
、

甚
大
な
被
害
か
ら
の

困
難
な
復
旧
作
業
。

材
の
運
搬
も
ま
ま
な
ら
ず
、漏
洩
し
た
重
油
が
機

器
に
付
着
し
処
理
も
困
難
を
極
め
る
な
ど
、被
害

実
態
の
詳
細
把
握
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

屋
内
退
避
指
示
の
解
除
後
、が
れ
き
な
ど
の

撤
去
作
業
や
設
備
・
被
害
状
況
調
査
を
本
格
的

に
開
始
し
ま
し
た
。８
月
に
は
原
状
復
旧
を
前

提
と
し
た
復
旧
基
本
方
針
を
決
定
、２
０
１
３

年
夏
前
ま
で
の
運
転
再
開
を
目
指
し
て
、復
旧

作
業
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。し
か
し
、発
電
所

の
建
設
時
や
通
常
の
定
期
点
検
で
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
１
・
２
号
機
同
時
の
復
旧
工
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、工
程
管
理
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
と
と
も
に
、使
用
可
能
な
も
の
は
修
理

に
よ
っ
て
再
利
用
す
る
な
ど
工
法
も
工
夫
し
ま

し
た
。ま
た
、昼
夜
２
交
代
制
で
の
作
業
の
実
施

や
据
付
方
法
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、工
期
短

縮
に
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
し
て
き
た
結
果
、

２
号
機
は
２
０
１
２
年
11
月
３
日
に
試
運
転
に

よ
る
発
電
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、１
号
機
に
つ
い
て
も
12
月
下
旬
の
発
電

再
開
と
し
て
い
ま
す
が
、少
し
で
も
前
倒
し
で
き

る
よ
う
、さ
ら
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、震
災
で
の
被
害
規
模
が
大
き
く
、試
運

転
開
始
後
も
新
規
の
建
設
時
に
準
じ
た
確
認
・

調
整
を
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

営
業
運
転
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、２
号
機

は
２
０
１
３
年
３
月
末
、１
号
機
は
４
月
末
を
そ

れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
ま
す
。

原
町
火
力
発
電
所
２
０
０
万
kW
の

一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
、

工
期
の
短
縮
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。

火
力
発
電
所
の

取
り
組
み

原
町
火
力
発
電
所

　

２
０
１
１
年
９
月
、原
状
復
旧
の
方
針
が
決
定

す
る
ま
で
日
本
海
側
の
火
力
発
電
所
に
勤
務
し

て
い
た
原
町
火
力
発
電
所
所
員
た
ち
も
戻
り
、

本
格
的
な
復
旧
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。一
日
も

早
く
発
電
を
再
開
し
、地
域
復
興
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
、と
い
う
の
が
所
員
た
ち
の
共
通
の
願

い
で
し
た
。所
員
の
間
か
ら
、復
旧
復
興
へ
の
希

望
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、何
か
グ
ッ
ズ
を
制
作
し

て
は
ど
う
か
、と
い
う
声
が
上
が
り
、タ
オ
ル
と

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。地
域
の
伝
統
行
事「
相
馬
野
馬
追
」の

武
者
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
所
員
自

ら
考
案
し
、タ
オ
ル
５
０
０
０
枚
以
上
、ス
ト
ラ
ッ

プ
１
５
０
０
本
以
上
を
作
り
社
内
な
ど
に
販
売

し
ま
し
た
。２
０
１
２
年
３
月
に
は
中
間
集
約

分
と
し
て
収
益
金
を
南
相
馬
市
に
寄
付
、さ
ら

に
11
月
に
も
そ
の
後
の
収
益
金
を
寄
付
し
ま

し
た
。

原町火力発電所震災復興グッズ制作チームのメンバー

復旧にあたる所員の心一つに。

震災復興グッズで、南相馬市に義援金。
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タービン建屋内の復旧作業／タービンケーシングを取り外しタービンに震災の影響がない
か精密な点検を行う

　

設
備
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る
の
が
最
初
の

作
業
で
し
た
。が
れ
き
や
壊
れ
た
機
器
な
ど
で

前
に
進
め
ず
、中
に
入
っ
て
も
懐
中
電
灯
を
頼

り
に
一
歩
一
歩
進
む
し
か
な
い
と
い
う
状
態
で

し
た
。重
油
が
流
れ
出
て
、配
管
の
中
に
ま
で
入

り
込
ん
で
お
り
、そ
の
処
理
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。貯
炭
場
に
は
石
炭
が
残
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、自
然
発
火
し
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
薬
品
の
処
理
な
ど
に
も
気
を
使

い
ま
し
た
。現
場
で
し
か
わ
か
ら
な
い
課
題
が

目
の
前
に
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、正

直
、ほ
ん
と
う
に
復
旧
で
き
る
の
か
、と
い
う
気

持
ち
で
し
た
。

　

発
電
所
の
復
旧
が
正
式
に
決
定
し
た
８
月
か

ら
は
、社
員
全
員
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。そ
こ
か
ら

は
、速
い
ス
ピ
ー
ド
で
作
業
が
進
ん
だ
と
思
い
ま

す
。協
力
会
社
の
方
、メ
ー
カ
ー
の
方
な
ど
、ほ
ん

と
う
に
力
を
出
し
合
っ
て
、復
旧
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。今
で
も
約
３
０
０
０
人

規
模
で
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

原町火力発電所
発電環境グループ

井川 純二

足
の
踏
み
場
も
な
い
中
で
、

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
。

発
電
所
の
復
旧
作
業
は
、今
も
懸
命
に
。

倒壊したベルトコンベアなどの設備（震災直後）倒壊した揚炭機とベルトコンベア（震災直後）

震災直後の原町火力発電所石炭灰処理施設付近（2011年4月）

（2012年10月）

（2012年10月）

（2012年10月）
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原
町
火
力
発
電
所
な
ど
太
平
洋
側
の
火
力
発

電
所
の
被
災
に
加
え
、そ
れ
ら
被
災
し
た
火
力

発
電
所
に
電
気
を
送
る
２
７
５
kV
超
高
圧
送
電

線
に
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
超
高
圧
送
電
線
の
鉄
塔
が
津
波
に
伴
う
漂
流

物
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
、

十
分
な
電
気
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、火
力
発
電
所
の
復
旧
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

　

通
常
、発
電
所
の
復
旧
作
業
を
進
め
る
た
め

の
電
源
は
そ
の
発
電
所
で
発
電
し
た
電
気
を
使

用
し
ま
す
が
、被
災
し
た
原
町
火
力
発
電
所
で

は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。復
旧
作
業
の

初
期
段
階
で
あ
れ
ば
多
く
の
電
気
を
必
要
と
し

な
い
た
め
、通
常
の
高
圧
配
電
線
か
ら
の
受
電
で

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、作
業
が
進
む
に
つ

れ
大
容
量
ポ
ン
プ
の
運
転
な
ど
、多
く
の
電
気
が

発
電
所
の
復
旧
作
業
に
必
須
な

超
高
圧
送
電
線
が

２
０
１
２
年
６
月
に
復
旧
。

必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、ま
ず
は
被
災
し

た
原
町
火
力
発
電
所
に
多
く
の
電
気
を
送
る
た

め
の
超
高
圧
送
電
線
の
復
旧
が
発
電
所
の
早
期

復
旧
の
た
め
に
不
可
欠
で
し
た
。

　

２
７
５
kV
原
町
火
力
線
は
、鉄
塔
12
基
が
倒

壊
・
損
傷
す
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

お
り
、復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、新
た
な
鉄
塔
建
設

の
た
め
の
用
地
取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

地
権
者
の
方
々
も
避
難
し
て
い
た
た
め
、接
触

す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。し
た
が
っ
て
、既
に

取
得
済
み
の
鉄
塔
用
地
内
で
復
旧
工
事
を
行
う

ほ
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
た
め
、倒

壊
設
備
を
全
て
撤
去
し
、既
設
基
礎
を
最
大
限

活
用
す
る
設
計
を
行
い
、懸
命
な
復
旧
工
事
を

進
め
た
結
果
、２
０
１
２
年
６
月
28
日
に
発
電
所

で
の
受
電
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、以
降
の
原
町
火
力
発
電
所
の

復
旧
工
事
に
十
分
な
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、早
期
復
旧
を
目
指
し
た
取
り
組

み
に
弾
み
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

火
力
発
電
所
の
復
旧
と
と
も
に
、

倒
壊
し
た
超
高
圧
送
電
線
設
備
の
復
旧
が
、

大
き
な
課
題
で
し
た
。

火
力
発
電
所
の

取
り
組
み

原
町
火
力
線
・
緊
急
設
置
電
源

復旧した原町火力線の鉄塔（2012年10月撮影） 原町火力線被害状況（2011年3月撮影）

　

津
波
で
多
く
の
送
電
鉄
塔
が
倒
壊
す
る
と
い

う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
原
町
火
力
線
の
復
旧

工
事
の
設
計
に
あ
た
り
ま
し
た
。鉄
塔
の
周
辺
地

域
も
、当
然
津
波
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
の

で
、短
期
間
の
う
ち
に
地
権
者
の
方
々
と
接
触
す

る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、取
得
済
み
の
鉄
塔
用

地
内
で
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
た
た
め
、基
本
的

に
同
位
置
で
の
鉄
塔
建
て
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
、同
位
置
で
の
鉄
塔
建
て
替
え
は
、既
設

の
基
礎
を
撤
去
す
る
た
め
に
多
大
な
費
用
と
長

い
工
期
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、東
北
地
域
の

安
定
供
給
に
つ
な
が
る
原
町
火
力
発
電
所
の
早

期
復
旧
の
た
め
、送
電
線
の
復
旧
が
何
よ
り
重
要

な
課
題
で
し
た
の
で
、設
備
の
信
頼
性
確
保
を
前

提
と
し
つ
つ
、既
設
基
礎
を
最
大
限
活
用
す
る
設

計
を
行
い
、関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
早
期
運
用
再

開
に
向
け
て
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

送変電建設センター
（送電設計）主任

伊藤  学

代
替
用
地
の
確
保
は
困
難
で
、

同
位
置
で
の
建
て
替
え
を

決
断
し
ま
し
た
。
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緊急設置電源の概要

　

太
平
洋
側
の
火
力
発
電
所
の
被
災
に

よ
り
、不
足
し
た
供
給
力
を
補
う
た
め

に
、当
社
で
は
２
０
１
１
年
６
月
よ
り
、

東
新
潟
、新
潟
、秋
田
、八
戸
の
４
地
点

で
、軽
油
あ
る
い
は
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
方
式
の「
緊
急
設
置

電
源
」の
設
置
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

緊
急
設
置
電
源
は
、設
備
構
成
が
シ

ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、短
期
間
で

設
置
で
き
る
の
が
特
長
と
な
っ
て
い
ま

す
。２
０
１
１
年
８
月
の
東
新
潟
火
力

発
電
所
港
３
号
系
列
の
営
業
運
転
開
始

を
皮
切
り
に
、２
０
１
２
年
１
月
に
新

潟
火
力
発
電
所
６
号
機
、６
月
に
東
新

潟
火
力
発
電
所
５
号
機
と
秋
田
火
力
発

電
所
５
号
機
、７
月
に
八
戸
火
力
発
電

供
給
力
確
保
の
た
め
、

緊
急
設
置
電
源
を
建
設
。

所
５
号
機
が
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し

た
。い
ず
れ
の
地
点
に
お
い
て
も
、限
ら

れ
た
工
事
ス
ペ
ー
ス
に
限
ら
れ
た
工
期

と
い
う
厳
し
い
条
件
の
中
で
、一
つ
の

ト
ラ
ブ
ル
も
許
さ
れ
な
い
困
難
な
工
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
緊
急
設
置
電
源
は
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
、環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手

続
き
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、当
社
で
は
環
境
影
響
評
価
法
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、同
等
の
環
境
影
響
評
価

を
行
い
、適
切
な
環
境
保
全
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。ま
た
通
常
で
あ
れ
ば
数

年
か
か
る
建
設
工
事
を
、昼
夜
２
交
代

で
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
、工
期
短
縮

を
図
り
、昨
年
の
震
災
か
ら
わ
ず
か
１

年
４
カ
月
程
度
で
、合
計
約
１
０
０
万

kW
を
超
え
る
発
電
設
備
の
運
転
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青森県

秋田県

岩手県

宮城県
山形県

新潟県 福島県

●八戸火力発電所

●
秋田火力発電所

●
新潟火力発電所

東新潟火力発電所
●

●八戸火力発電所5号機
◎定格出力／27.4万kW
◎種類／ガスタービン
◎使用燃料／軽油
◎運転開始／2012年7月2日●新潟火力発電所6号機

◎定格出力／3.4万kW  ◎種類／ガスタービン
◎使用燃料／天然ガス  ◎運転開始／2012年1月31日

●東新潟火力発電所港3号系列
◎定格出力／2.69万kW×2台  ◎種類／ガスタービン
◎使用燃料／軽油  ◎運転開始／2011年8月26日

●東新潟火力発電所5号機
◎定格出力／33.9万kW  ◎種類／ガスタービン
◎使用燃料／LNG  ◎運転開始／2012年6月21日

●秋田火力発電所5号機
◎定格出力／33.3万kW 
◎種類／ガスタービン
◎使用燃料／軽油
◎運転開始／2012年6月22日

八戸火力発電所5号機の建設（2012年2月）

　2012年７月に出力27万4,000kWのガスタービン発電機

として運転開始した八戸火力発電所5号機は、環境負荷を低

減するため、コンバインドサイクル化し、緊急電源から恒久

電源として活用する計画です。排熱回収ボイラー、蒸気ター

ビン発電機を追加設置する工事を開始し、2014年8月の完

成を目指します。出力は39万4,000kW、熱効率は48%に向上

する見込みで、CO2排出量、燃料消費量も約4割程度削減す

ることが可能になります。

八戸火力発電所５号機は、
さらにコンバインドサイクル化し、恒久電源へ。

▲変圧器の陸揚げ作業
　（2012年2月）

▲ 発電機の据付作業
　（2012年2月）

▲ガスタービンの据付作業
　（2012年3月）

▲煙突の据付作業
　（2012年2月）

▲ 発電機の据付作業　
　（2012年3月）

▲ガスタービンエリアの設備状況（2012年5月）
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震
災
以
降
、燃
料
調
達
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。全
国
的
に
L
N
G
や
重
原
油
の
消
費

量
が
増
加
し
、２
０
１
１
年
度
の
電
力
10
社
合
計

で
、L
N
G
が
前
年
度
比
で
約
１
・
３
倍
、重
原
油

は
約
２
・
１
倍
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。さ
ら
に
重

油
な
ど
を
国
内
輸
送
す
る
船
舶（
内
航
船
）も
不

足
し
て
い
る
た
め
、燃
料
調
達
に
お
い
て
厳
し
い

競
合
調
達
環
境
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

売
主
と
の
信
頼
関
係
、

内
航
専
用
船
の
活
用
な
ど

有
効
な
対
応
。

　

２
０
１
１
年
度
の
当
社
燃
料
消
費
量
は
、重
原

油
が
前
年
度
比
約
３
倍
の
１
８
６
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
、L
N
G
が
約
２
倍
の
４
８
９
万
ト
ン
と
な

り
、L
N
G
に
つ
い
て
は
過
去
最
高
の
消
費
量
と

原
子
力
発
電
所
の
代
替
と
し
て

火
力
発
電
燃
料
が
急
増
。

な
り
ま
し
た
。L
N
G
の
調
達
は
売
主
に
働
き
か

け
、お
よ
そ
２
０
０
万
ト
ン
も
の
追
加
調
達
を
行

い
、重
原
油
に
つ
い
て
も
大
幅
な
調
達
量
の
増
加

が
必
要
と
な
る
と
予
想
さ
れ
た
た
め
、震
災
直
後

か
ら
石
油
元
売
や
商
社
へ
供
給
力
と
供
給
体
制

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
需
要
増
に
対
し
全
国
的
に
内
航

船
の
需
給
が
ひ
っ
迫
し
ま
し
た
が
、当
社
内
航
専

用
船
で
あ
る「
旭き

ょ
く

蓬ほ
う

丸ま
る

」を
活
用
し
、機
動
的
な
調

達
を
行
い
ま
し
た
。本
船
は
国
内
の
重
原
油
船
舶

が
不
足
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
輸
送
力
を
確
保
す

る
た
め
に
２
０
０
６
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
た
も

の
で
す
。当
社
が
こ
の
よ
う
に
増
加
す
る
燃
料
調

達
に
安
定
的
に
対
応
で
き
た
こ
と
は
、売
主
な
ど

と
の
間
で
長
い
間
に
培
っ
て
き
た
信
頼
関
係
と
、

ま
た
日
々
国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
情
報
収

集
し
て
き
た
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
外
の
燃
料
市
況
、

需
給
状
況
を
検
討
し
て

調
達
戦
略
を
計
画
。

　

原
町
火
力
発
電
所
は
、試
運
転
に
よ
る
発
電
を

再
開
し
ま
し
た
が
、今
後
は
営
業
運
転
再
開
が
供

給
力
の
確
保
と
収
支
改
善
の
両
面
か
ら
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。営
業
運
転
再
開
に
は
燃
料
を
安

定
的
に
調
達
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、火
力

発
電
所
の
運
用
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、国
内
外
の

燃
料
市
況
や
燃
料
需
給
状
況
を
注
視
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。さ
ら
な
る
コ
ス
ト
低
減
や
安
定

的
、弾
力
的
な
燃
料
調
達
の
実
現
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、中
長
期
的
な
観
点
か
ら
調

達
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

火
力
発
電
所
の
高
稼
働
を
支
え
る

燃
料
調
達
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

火
力
発
電
所
の

取
り
組
み

燃
料
調
達
の
課
題

2010年度 2011年度 2010年度 2011年度 2010年度 2011年度

7,305 3,314 567 1,860 2,790 4,894

3,991減

石炭（千t） 重原油（千kl） LNG（千t）

1,293増 2,104増

2007年度

3,783

25％
26％

19％ 20％

31％

4,420

2,722 2,930

5,124

6,000
（億円）

35

30

25

20

15

10

  5

  0

（％）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
2008年度

燃料費
営業費用に占める比率

2009年度 2010年度 2011年度

■当社の燃料費の推移■燃料消費実績

震災後の燃料輸送に活用された当社内航専用
船「旭蓬丸」

着桟したLNGタンカー（新潟東港）
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秋
田
火
力
発
電
所
は
重
油
と
原
油
を
燃
料

と
し
て
い
ま
す
。当
発
電
所
で
は
、震
災
後
の

２
０
１
１
年
度
は
燃
料
消
費
量
が
前
年
度
の
約

４
倍
、調
達
量
は
３
倍
以
上
と
、大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。被
災
し
た
太
平
洋
側
の
発
電
所
の
供

給
力
を
補
う
た
め
に
、日
本
海
側
の
火
力
発
電

所
に
お
い
て
高
稼
働
が
継
続
し
た
影
響
で
す
。

　

悪
天
候
が
続
き
、運
搬
船
が
航
行
で
き
ず
、燃

料
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
時
な
ど
は
、在
庫

が
わ
ず
か
３
日
分
し
か
な
く
な
る
と
い
う
厳
し

い
局
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、韓
国
か
ら
小
型
船
に

よ
る
受
け
入
れ
頻
度
を
増
や
し
た
ほ
か
気
象
条

件
の
厳
し
さ
な
ど
か
ら
従
来
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
冬
季
の
大
型
船
受
け
入
れ
を
初

め
て
実
施
す
る
な
ど
、気
象
条
件
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
最
適
な
調
達
方
法
を
選
択
し
、安
定

供
給
に
貢
献
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
時
、複
数
の
石
炭
船
が
原
町
火
力
発
電

所
に
向
け
て
航
行
中
で
し
た
が
、津
波
に
よ
る

被
災
で
石
炭
船
の
受
け
入
れ
が
不
可
能
に
な
っ

た
た
め
、代
替
で
能
代
火
力
発
電
所
が
石
炭
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

石
炭
火
力
発
電
所
に
お
け
る
燃
料
運
用
で
は

石
炭
の
受
け
入
れ
か
ら
貯
炭
管
理
、揚
炭
設
備
の

管
理
運
用
な
ど
を
常
に
変
動
す
る
発
電
所
の
状

況
と
入
港
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
効
率
的
な
計

画
を
た
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

石
炭
は
銘
柄
ご
と
に
性
質
が
異
な
り
、燃
焼

し
て
発
生
す
る
硫
黄
酸
化
物
、窒
素
酸
化
物
な

ど
の
排
出
量
も
変
化
し
ま
す
の
で
、排
出
基
準

値
内
に
お
さ
ま
る
よ
う
何
種
類
か
を
組
み
合
わ

せ
て
燃
焼
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。能
代
火
力

発
電
所
で
は
、約
20
銘
柄
を
受
け
入
れ
、最
適
の

燃
焼
状
態
と
な
る
よ
う
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋田火力発電所
総務グループ

高橋 政晴

能代火力発電所
総務グループ

布袋屋 広基（左）、二田 勉（右）

供
給
力
確
保
の
た
め
、

燃
料
消
費
量
が
約
４
倍
に

急
増
し
ま
し
た
。

変
動
す
る
発
電
状
況
と

運
搬
船
の
入
港
状
況
を

見
な
が
ら
運
用
。

能
代
火
力
発
電
所

秋
田
火
力
発
電
所

●能代火力発電所

●秋田火力発電所

石炭船からの揚炭機による
荷揚げ作業

（能代火力発電所）

燃料貯蔵タンク群（秋田火力発電所）

日本海側の２火力発電所の取り組み
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大
震
災
か
ら
４
カ
月
後
の
７
月
末
、新
潟
県

と
福
島
県
会
津
地
方
を
中
心
に
集
中
豪
雨
が
発

生
。１
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
前
後
の
猛
烈
な
雨
が

局
所
的
に
降
り
続
き
、河
川
の
堤
防
の
決
壊
、土

砂
崩
れ
、鉄
橋
の
崩
落
や
路
盤
の
流
失
、家
屋
の

浸
水
・
倒
壊
な
ど
、広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
増
水
に
よ
っ

て
、電
柱
の
倒
壊
、配
電
線
の
断
線
な
ど
多
数
の

設
備
で
被
害
が
発
生
し
、大
規
模
な
停
電
を
も

震
災
後
４
カ
月
、新
潟
・
福
島
で

集
中
豪
雨
に
よ
る
激
甚
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

た
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
只
見
川
・
阿
賀
野
川
水
系
や
信
濃
川

水
系
の
多
数
の
水
力
発
電
所
で
、冠
水
や
設
備

の
流
出
、大
量
の
流
木
・
塵
芥
が
ゲ
ー
ト
を
ふ

さ
ぐ
な
ど
、甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、最
大
で
29
カ
所
の
当
社
水
力
発
電
所

が
停
止
し
、供
給
力
へ
の
影
響
と
し
て
は
、約

１
０
０
万
kW
の
減
少
と
な
る
状
況
で
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
火
力
発
電
所
が
被
災
し
、供
給

力
が
減
少
し
て
い
た
状
況
に
、さ
ら
に
追
い
討

ち
を
か
け
る
過
酷
な
被
害
で
し
た
が
、速
や
か

に
各
所
に
お
い
て
被
害
調
査
を
実
施
し
、早
期

復
旧
を
目
指
し
て
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
夏
、新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り

最
大
29
カ
所
の
水
力
発
電
所
、

約
１
０
０
万
kW
の
供
給
力
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

水
力
発
電
所
の

取
り
組
み

新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
被
害

　

豪
雨
が
降
り
続
い
て
川
が
氾
濫
す
る
と
い
う

水
害
の
後
、水
が
引
い
て
、そ
こ
に
残
さ
れ
て
い

た
も
の
は
、あ
り
え
な
い
ほ
ど
の
大
量
の
土
砂

で
し
た
。取
水
口
、鉄
管
の
中
、建
屋
、放
水
口
な

ど
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、土
砂
や
流

木
、雑
草
な
ど
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
堆

積
物
を
排
出
し
な
い
こ
と
に
は
、設
備
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
確
認
す
ら
で
き
ず
、機
械
も

電
気
も
復
旧
で
き
ま
せ
ん
。私
た
ち
土
木
担
当

者
の
仕
事
は
、ま
ず
こ
の
堆
積
物
を
排
出
す
る

こ
と
で
し
た
。そ
こ
か
ら
悪
戦
苦
闘
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
。ダ
イ
バ
ー
が
水
中
に
潜
っ
て
状

況
を
調
べ
よ
う
に
も
、水
が
濁
っ
て
何
も
見
え

な
い
。他
の
方
法
を
考
え
る
。協
力
会
社
と
何
回

も
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
、試
行
錯
誤
で
進
む

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会津技術センター
土木課

西村 創

そ
こ
に
あ
る
は
ず
の
な
い
土
砂
。

ま
ず
、そ
れ
を
排
出
し
な
け
れ
ば
、

何
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

●福島県内（合計5カ所、最大出力合計696,300kW）

　 発電所名　　　                 所在地　　　　          最大出力(kW)　                       備　考

伊南川　　　福島県大沼郡金山町  　　　19,400　    発電所の浸水被害あり
本名　　　　福島県大沼郡金山町  　　　78,000　    設備の健全性確認が必要
上田　　　　福島県大沼郡金山町  　　　63,900　    発電所の浸水被害あり
第二沼沢　　福島県大沼郡金山町  　　  460,000　    揚水式発電所
柳津　　　　福島県河沼郡柳津町  　　　75,000         発電所の浸水被害あり 

●新潟県内（合計3カ所、最大出力合計13,120ｋＷ）

　 発電所名　　　                 所在地　　                    最大出力(kW)　                       備　考

湯之谷　　　新潟県魚沼市  　　　　　　　 720　　発電所の浸水被害あり
五十沢第二　新潟県南魚沼市  　　　　　  9,100　　発電所の浸水被害あり
永松　　　　新潟県南魚沼市  　　　　　  3,300　　発電所の浸水被害あり

●復旧済みの発電所（合計21カ所、最大出力合計620,020kW）

　発電所名　　　                   所在地　　　　        最大出力(kW)　                 運転再開日

薮神　　　　新潟県魚沼市  　　　　 　　  8,800　   2011年  8月  3日
宮川　　　　福島県大沼郡会津美里町    　　   820　    2011年   8月   5日
五十沢　　　新潟県南魚沼市   　　　　　  1,710　   2011年  8月10日
奥川第一　　福島県耶麻郡西会津町   　　  1,000　   2011年  8月12日
鹿瀬　　　　新潟県東蒲原郡阿賀町  　　49,500　   2011年   9月   9日
内川　              福島県南会津郡南会津町    　       530　   2011年   9月30日
五十沢第一　新潟県南魚沼市   　　　　　10,500　   2011年10月18日
登川　　　　新潟県南魚沼市   　　　　　  3,600　   2011年10月20日
須原　　　　新潟県魚沼市    　　　　　　  1,600　   2011年10月28日
揚川　　　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　   53,600　   2011年11月25日
第二鹿瀬　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　   55,000　   2011年12月  6日
第二豊実　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　  57,100　   2011年12月15日
上野尻　　　福島県耶麻郡西会津町　　  52,000　   2012年  1月12日
第二上野尻　福島県耶麻郡西会津町　　  13,500　   2012年  1月13日
片門　　　　福島県河沼郡会津坂下町　    57,000　   2012年  1月25日
第二新郷　　福島県喜多方市　　　　　   38,800　   2012年  3月  9日
山郷　　　　福島県喜多方市　　　　　   45,900　   2012年  5月23日
第二山郷　　福島県喜多方市　　　　　   22,900　   2012年  5月23日
新郷　　　　福島県喜多方市　　　　　   51,600　   2012年  7月14日（4号）10月   5日（3号）
宮下　　　　福島県大沼郡三島町　　　   94,000　   2012年  8月   6日（1号）   8月10日（2号）
奥川第二　　福島県耶麻郡西会津町  　　　 560　    2012年  9月28日　  

停止している只見川・阿賀野川水系・信濃川水系の発電所（2012年10月5日現在）

※記載の出力は「最大出力」であり、実際の出力は出水の状況により変動します。

水力発電所位置図

浸水被害が出た伊南川発電所（福島県金山町） 災害時の出水状況（山郷ダム／福島県喜多方市）
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豪
雨
が
降
り
続
い
て
川
が
氾
濫
す
る
と
い
う

水
害
の
後
、水
が
引
い
て
、そ
こ
に
残
さ
れ
て
い

た
も
の
は
、あ
り
え
な
い
ほ
ど
の
大
量
の
土
砂

で
し
た
。取
水
口
、鉄
管
の
中
、建
屋
、放
水
口
な

ど
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、土
砂
や
流

木
、雑
草
な
ど
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
堆

積
物
を
排
出
し
な
い
こ
と
に
は
、設
備
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
確
認
す
ら
で
き
ず
、機
械
も

電
気
も
復
旧
で
き
ま
せ
ん
。私
た
ち
土
木
担
当

者
の
仕
事
は
、ま
ず
こ
の
堆
積
物
を
排
出
す
る

こ
と
で
し
た
。そ
こ
か
ら
悪
戦
苦
闘
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
。ダ
イ
バ
ー
が
水
中
に
潜
っ
て
状

況
を
調
べ
よ
う
に
も
、水
が
濁
っ
て
何
も
見
え

な
い
。他
の
方
法
を
考
え
る
。協
力
会
社
と
何
回

も
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
、試
行
錯
誤
で
進
む

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●福島県内（合計5カ所、最大出力合計696,300kW）

　 発電所名　　　                 所在地　　　　          最大出力(kW)　                       備　考

伊南川　　　福島県大沼郡金山町  　　　19,400　    発電所の浸水被害あり
本名　　　　福島県大沼郡金山町  　　　78,000　    設備の健全性確認が必要
上田　　　　福島県大沼郡金山町  　　　63,900　    発電所の浸水被害あり
第二沼沢　　福島県大沼郡金山町  　　  460,000　    揚水式発電所
柳津　　　　福島県河沼郡柳津町  　　　75,000         発電所の浸水被害あり 

●新潟県内（合計3カ所、最大出力合計13,120ｋＷ）

　 発電所名　　　                 所在地　　                    最大出力(kW)　                       備　考

湯之谷　　　新潟県魚沼市  　　　　　　　 720　　発電所の浸水被害あり
五十沢第二　新潟県南魚沼市  　　　　　  9,100　　発電所の浸水被害あり
永松　　　　新潟県南魚沼市  　　　　　  3,300　　発電所の浸水被害あり

●復旧済みの発電所（合計21カ所、最大出力合計620,020kW）

　発電所名　　　                   所在地　　　　        最大出力(kW)　                 運転再開日

薮神　　　　新潟県魚沼市  　　　　 　　  8,800　   2011年  8月  3日
宮川　　　　福島県大沼郡会津美里町    　　   820　    2011年   8月   5日
五十沢　　　新潟県南魚沼市   　　　　　  1,710　   2011年  8月10日
奥川第一　　福島県耶麻郡西会津町   　　  1,000　   2011年  8月12日
鹿瀬　　　　新潟県東蒲原郡阿賀町  　　49,500　   2011年   9月   9日
内川　              福島県南会津郡南会津町    　       530　   2011年   9月30日
五十沢第一　新潟県南魚沼市   　　　　　10,500　   2011年10月18日
登川　　　　新潟県南魚沼市   　　　　　  3,600　   2011年10月20日
須原　　　　新潟県魚沼市    　　　　　　  1,600　   2011年10月28日
揚川　　　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　   53,600　   2011年11月25日
第二鹿瀬　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　   55,000　   2011年12月  6日
第二豊実　　新潟県東蒲原郡阿賀町　　  57,100　   2011年12月15日
上野尻　　　福島県耶麻郡西会津町　　  52,000　   2012年  1月12日
第二上野尻　福島県耶麻郡西会津町　　  13,500　   2012年  1月13日
片門　　　　福島県河沼郡会津坂下町　    57,000　   2012年  1月25日
第二新郷　　福島県喜多方市　　　　　   38,800　   2012年  3月  9日
山郷　　　　福島県喜多方市　　　　　   45,900　   2012年  5月23日
第二山郷　　福島県喜多方市　　　　　   22,900　   2012年  5月23日
新郷　　　　福島県喜多方市　　　　　   51,600　   2012年  7月14日（4号）10月   5日（3号）
宮下　　　　福島県大沼郡三島町　　　   94,000　   2012年  8月   6日（1号）   8月10日（2号）
奥川第二　　福島県耶麻郡西会津町  　　　 560　    2012年  9月28日　  

停止している只見川・阿賀野川水系・信濃川水系の発電所（2012年10月5日現在）

※記載の出力は「最大出力」であり、実際の出力は出水の状況により変動します。

水力発電所位置図
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各
水
力
発
電
所
に
お
い
て
は
、大
量
の
土
砂

や
塵
芥
が
堆
積
し
、ど
こ
に
不
具
合
が
生
じ
て

い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
の
中
、

復
旧
作
業
が
開

始
さ
れ
ま
し

た
。土
砂
の
排

出
に
つ
い
て

は
、重
機
が
入

り
込
め
な
い
箇

所
は
手
作
業
で

排
出
を
行
い
、

洗
浄
、
点
検
、

補
修
な
ど
懸
命

な
作
業
を
続
け
、豪
雨
後
10
日
間
の
間
に
３
カ
所

を
復
旧
、９
月
末
ま
で
に
さ
ら
に
３
カ
所
を
復
旧

し
、徐
々
に
運
転
を
再
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
末
時
点
で
21
カ
所
の
水
力

発
電
所
が
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
が
、今
な
お
８

カ
所
の
水
力
発
電
所
が
停
止
し
て
お
り
、引
き
続

き
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。（
福
島
県
内

合
計
５
カ
所
、約
70
万
kW
、新
潟
県
内
合
計
３
カ

所
、約
１
万
３
０
０
０
kW
。総
計
約
71
万
kW
が
停

止
中
）

洪
水
対
策
、地
域
へ
の
情
報
発
信

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
力
発
電
所
の
復
旧
作
業
と
並
行
し
て
当
社

で
は
、こ
の
豪
雨
に
伴
う
水
害
に
関
す
る
検
証

を
実
施
し
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
国
お
よ
び
関

係
自
治
体
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、検
証
結
果

を
踏
ま
え
た
洪
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
お
よ
び
福
島
県
が
主
催
す
る「
情
報

連
絡
会
」へ
関
係
自
治
体
と
と
も
に
参
加
し
て

い
る
ほ
か
、関
係
自
治
体
へ
の
説
明
会
の
実
施
、

地
域
へ
の
訪
問
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、地
元
の

皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
状
況
説
明
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、河
川
の
流
量
が
多
い
際
に
は
関
係
自

治
体
へ
ダ
ム
か
ら
の
情
報
提
供
内
容
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、２
０
１
２
年
６
月
よ
り
、国
土

交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
川
の
防
災
情
報
」に

お
い
て
、水
位
、全
流
入
量
、全
放
流
量
な
ど
の

毎
時
情
報
の
公
開
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、関
係
自
治
体
の
水
防
活
動
へ
の
支
援

を
視
野
に
、わ
か
り
や
す
い
ダ
ム
情
報
の
発
信

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
９
月
、

21
カ
所
の
水
力
発
電
所
を
復
旧
。

今
な
お
８
発
電
所
で
復
旧
作
業
中
で
す
。

水
力
発
電
所
の

取
り
組
み

復
旧
作
業
と
洪
水
対
策

　

激
し
い
豪
雨
が
続
い
て
い
た
７
月
29
日
、浸

水
に
備
え
圧
油
装
置
の
停
止
作
業
な
ど
の
た

め
、新
郷
発
電
所
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。い
つ
も

な
ら
川
面
は
は
る
か
下
方
に
見
え
る
は
ず
が
、

防
水
壁
の
高
さ
ま
で
濁
流
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

し
た
。自
然
の
猛
威
の
前
に
、身
の
危
険
を
感
じ

結
局
、退
避
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。雨
が

降
り
止
ん
だ
８
月
１
日
に
再
び
訪
れ
た
時
に
目

に
し
た
光
景
は
、絶
望
感
な
く
し
て
は
見
ら
れ

な
い
も
の
で
し
た
。し
か
し
そ
の
後
は
、そ
の
状

況
を
乗
り
越
え
て
復
旧
さ
せ
な
け
れ
ば
発
電
で

き
な
い
、と
い
う
思
い
が
込
み
あ
げ
、復
旧
チ
ー

ム
、協
力
会
社
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
作

業
手
順
を
計
画
し
、昼
も
夜
も
作
業
を
続
け
ま

し
た
。

会津技術センター
発変電業務課

桑 原　隆

設
備
に
入
り
込
ん
だ
土
砂
や

油
を
除
去
す
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
な
い
作
業
が
続
き
ま
し
た
。

多くの土砂が入りこんだ水車発電機室
湯之谷発電所（新潟県魚沼市）

水
が
引
い
た
後
、至
る
と
こ
ろ
に

堆
積
し
た
大
量
の
土
砂
や
塵
芥
の

排
出
・
除
去
か
ら
作
業
を
開
始
。
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新
潟
福
島
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
水
力
発
電
所
の
一
つ
新
郷
発
電
所

は
、建
屋
が
濁
流
に
の
ま
れ
、発
電
機
室

が
浸
水
、水
が
引
い
た
後
に
は
大
量
に

土
砂
が
堆
積
す
る
と
い
う
、甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。復
旧
に
は
、約
１
年

を
要
し
、２
０
１
２
年
７
月
に
運
転
再
開

し
ま
し
た
。

新
郷
発
電
所

◎
所
在
地
／
福
島
県
喜
多
方
市
高
郷
町

◎
運
用
開
始
／
１
９
３
９
年
７
月

◎
発
電
形
式
／
ダ
ム
式

◎
最
大
出
力
／
５
万
１
６
０
０
kW

復旧後の川側の状況

2012年夏、本館前の土砂が除去された状況

新郷発電所の復旧の歩み

防水壁を越えて流れ込む濁流

水は引いたが大量の土砂が残った。

重機による土砂の排出作業の段階

浸水した発電機室

ほぼ復旧が終了し、運転再開準備中の発電機室
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当
社
は
、地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
を
重
要
な

経
営
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、低
炭
素
社

会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

当
社
管
内
の
複
数
地
点
に
お
い
て
、２
０
２
０
年

頃
ま
で
に
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
で
太
陽
光
発
電

１
万
kW
以
上
の
建
設
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◎
八
戸
太
陽
光
発
電
所

　

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
あ
る
、八
戸
太
陽

光
発
電
所（
出
力
１
５
０
０

kW
）は
、八
戸
火
力
発

電
所
に
隣
接
し
て
建
設
が
計
画
さ
れ
、２
０
１
１

年
２
月
に
着
工
し
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
に
よ

り
津
波
が
襲
来
し
、土
砂
が
堆
積
し
た
た
め
、工

事
を
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、４
月
に
は
工
事
を

再
開
。12
月
20
日
、当
初
予
定
よ
り
約
１
カ
月
早

く
営
業
運
転
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
頃
ま
で
に

太
陽
光
発
電
１
万
kW
以
上
の
建
設
を

目
指
し
ま
す
。

　

八
戸
太
陽
光
発
電
所
は
、年
間
約
１
６
０
万

kWh

（
一
般
家
庭
約
５
０
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
電
力

量
に
相
当
）を
発
電
す
る
と
と
も
に
、Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
年
間
約
８
６
０
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
仙
台
太
陽
光
発
電
所

　

仙
台
太
陽
光
発
電
所（
出
力
２
０
０
０

kW
）は
、

２
０
１
１
年
２
月
に
着
工
し
、仙
台
火
力
発
電

所
の
構
内
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
直

後
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
に
よ
り
工

事
が
中
断
し
ま
し
た
が
、８
月
に
工
事
を
再
開

し
、２
０
１
２
年
５
月
25
日
営
業
運
転
を
開
始
し

ま
し
た
。 

　

仙
台
太
陽
光
発
電
所
は
、年
間
約
２
１
０
万

kWh

（
一
般
家
庭
約
６
０
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
電
力

量
に
相
当
）を
発
電
す
る
と
と
も
に
、Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
年
間
約
１
１
５
０
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

原
町
火
力
発
電
所
構
内
に
建
設
予
定
の
原

町
太
陽
光
発
電
所（
出
力
１
０
０
０
kW
）は
、

２
０
１
５
年
１
月
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
太
陽
光
発
電
所
の
運
転
開
始
に
よ

り
、合
計
で
年
間
約
２
５
８
０
ト
ン（
一
般
家
庭

約
５
０
０
世
帯
分
の
年
間
排
出
量
に
相
当
す
る

C
O
２
排
出
量
）を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建
設
す
る
と
い

う
こ
と
で
、未
経
験
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。現

地
で
行
う
試
験
に
お
い
て
も
初
め
て
の
こ
と
が

多
く
、日
差
し
が
な
い
と
発
電
さ
れ
ず
試
験
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、太
陽
光
発
電
特
有
の

難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、場
所
に
よ
っ
て
は
津
波
で
浸
水
し
た
所

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、基
礎
を
か
さ
上
げ
す
る
な

ど
の
津
波
対
策
を
施
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
難

し
い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、メ
ー
カ
ー
と
毎

日
の
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、効
率
的
に
工

事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、安
全

を
最
優
先
に
工
程
を
前
倒
し
し
て
、予
定
よ
り
早

い
営
業
運
転
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

八
戸
太
陽
光
発
電
所
は
当
社
初
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
く
当
社
お
よ
び
企
業
グ
ル
ー
プ
で

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
手
本
と
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

八戸技術センター
発変電課

佐藤 紀彰

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
、

未
経
験
の
工
事
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

原町太陽光発電所の概要（完成予想図）
◎所在地 ： 福島県南相馬市　◎出力 ： 1,000kW
◎発電電力量 ： 約105万kWh／年
　　　　　　   （設備利用率を12％と仮定）
◎効果（推定） ： 年間約570トン（※）のCO2削減
※当社2011年度調整後CO2排出原単位を使用して試算

◎
原
町
太
陽
光
発
電
所
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景観に配慮した、黒色フレーム
を採用。
太陽電池モジュールの周囲アルミフ
レームに黒いフレームを採用してい
ます。これは、特別名勝松島への景観
に調和した落ち着いた色調を実現
し、環境配慮を行ったものです。

八戸太陽光発電所の概要
◎所在地：青森県八戸市
◎出力：1,500kW
◎発電電力量：約160万kWh／年（設備利用率を12％と仮定）
◎効果（推定） ： 年間約860トン（※）のCO2削減　※当社2011年度調整後CO2排出原単位を使用して試算

仙台太陽光発電所の概要
◎所在地：宮城県七ヶ浜町
◎出力：2,000kW
◎発電電力量：約210万kWh／年（設備利用率を12％と仮定）
◎効果（推定） ： 年間約1,150トン（※）のCO2削減　※当社2011年度調整後CO2排出原単位を使用して試算

発電特性の異なる3種類の太陽
電池を設置。

「多結晶シリコン」、「薄膜系シリコ
ン」、「薄膜系化合物」の３種類の太陽
電池を設置しており、各々、比較的
効率が高い、高温に強い、光影に強
いなどの異なる特性があります。

多結晶シリコン 薄膜系シリコン 薄膜系化合物
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東北電力
約22％
約56万kW

全国合計
約256万kW

その他
78％

　

当
社
は
こ
れ
ま
で
東
北
地
域
に
適
地
の
多
い

水
力
、地
熱
発
電
の
導
入
、太
陽
光
・
風
力
発
電

の
利
用
拡
大
な
ど
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。当
社
の
発
電

電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
は
15
％（
２
０
１
１
年
度
実
績
）と
電
力
各
社

の
な
か
で
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
、当
社
は
新
た
な
中
期
経
営
計
画

を
定
め
、主
要
施
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、安
定

供
給
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、東
北
地
域
に

賦
存
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

に
努
め
、新
た
な
事
業
基
盤
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

風
力
発
電
の
導
入
拡
大

　

東
北
地
域
は
風
況
に
恵
ま
れ
て
お
り
、当
社
は

１
９
９
１
年
度
か
ら
竜
飛
ウ
ィ
ン
ド
パ
ー
ク
で

風
力
発
電
の
実
証
試
験
を
行
う
な
ど
、風
力
発
電

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
し
て

の
導
入
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。当
社
の
風
力

発
電
連
系
量
は
２
０
１
１
年
度
実
績
で
約
56
万

kW（
日
本
全
体
の
約
22
％
）と
国
内
最
大
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、一
層
の
導
入
拡
大
を
図
る
た
め
、新
た

に
東
京
電
力
と
共
同
で
、２
社
間
の
連
系
線
を
活

用
し
た
実
証
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
実
証
試
験
は
、連
系
線
の
活
用
に
よ
る
調

整
力（
火
力
発
電
な
ど
で
風
力
発
電
の
出
力
変
動

を
調
整
す
る
）の
増
加
と
風
力
発
電
の
出
力
制
御

技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、風
力
発
電

の
導
入
規
模
を
拡
大
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、当

社
は
２
０
１
１･

２
０
１
２
年
度
の
２
カ
年
で
、試
験

対
象
と
な
る
40
万
kW
の
風
力
発
電
を
導
入
受
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、風
力
発
電
の
導
入

拡
大
に
対
す
る
当
社
へ
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
を

踏
ま
え
、当
社
は
技
術
的
な
評
価
を
進
め
た
結
果
、

東
北
地
域
全
体
で
目
標
と
し
て
い
た
２
０
０
万
kW

ま
で
、導
入
受
付
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
連
系
線
を
活
用
し
た
実
証
試
験
の
成
果
な

ど
を
踏
ま
え
、さ
ら
な
る
導
入
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
層
の
拡
大
を
目
指
し
、

地
域
の
復
興
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

250

200

150

100

50

0

（万kW）

10 18
28

52万kW

85万kW 連系量

118万kW

37 38
40 47 51 53 55 56

一斉受付での累積受付量

一斉受付前の随時受付分
連系量（年度末）

通常型の連系
可能量を見直し

158万kW

連系線を活用した実証試験対象
の40万kWを2年間で受付

200万kW

連系線目標200万kWまで受付を拡大

出力変動緩和制御型
の連系量33万kWを
追加設定

当社系統への風力発電の連系実績と今後の目標

全国の風力発電連系量
（2011年度実績）

能代風力発電所（東北自然エネルギー開発／秋田県能代市）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み
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東北電力グループ
約46％
約25万kW

全国合計
約54万kWその他

54％

全国の地熱発電出力
（2011年度実績）

東北ソーラー ワーパ  
 

東北電力 ユアテック 

出資(30%) 出資(70%) 

株式会社 
Ａ発電所 

株式会社 
Ｂ発電所 

出資 

株式会社 
Ｃ発電所 

出資 出資 

出資 出資 出資 

自治体、 

地元金融機関等 

自治体、 

地元金融機関等 

自治体、 

地元金融機関等 

…

…

概念図

　

日
本
の
約
半
分
を
占
め
る
地
熱
発
電

　

当
社
で
は
地
熱
発
電
の
導
入
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
企
業
全
体

に
お
け
る
地
熱
発
電
所
は
、日
本
の
地
熱
発
電
所

第
１
号
の
松
川
地
熱
発
電
所（
１
９
６
６
年
運
転

開
始
）、単
機
と
し
て
国
内
最
大
の
出
力
を
誇
る

柳
津
西
山
地
熱
発
電
所（
６
万
５
０
０
０
kW
）な
ど

５
カ
所
６
基
、合
計
出
力
約
25
万
kW
と
、国
内
最
大

の
地
熱
発
電
設
備（
全
国
の
約
46 

%
）を
有
し
て
い

ま
す
。

柳津西山地熱発電所（福島県柳津町）

岩手県久慈市に建設予定のメガソーラーの完成イメージ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
が

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」

は
、「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」に
基
づ
き
国
が

定
め
た
制
度
で
、２
０
１
２
年
７
月
１
日
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、電
気
事
業
者
に
対
し
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
を
一
定
の
期
間
、

固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
や
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が

広
く
及
ぶ
こ
と
や
、買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
電
気
の
一
部
と
し
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、買
取
費
用
を「
電
気
を
使
用
さ
れ
る
全
て
の

お
客
さ
ま
」か
ら
、ご
使
用
量
に
応
じ
て「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
」と
し
て
ご
負
担
い

た
だ
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
会
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

　

岩
手
県
久
慈
市
に
建
設
予
定

　

東
北
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
に
お
い
て
初
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
と
な
る
発
電
所
を
、日
照
条
件
に
恵

ま
れ
た
岩
手
県
久
慈
市
枝
成
沢
地
区
に
建
設
予

定
で
す
。２
０
１
３
年
３
月
に
着
工
し
、９
月
の

運
転
開
始
を
目
指
し
ま
す
。同
地
区
の
高
台
の

土
地
約
３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

８
０
０
０
～
９
０
０
０
枚
を
設
置
す
る
予
定
で
、

年
間
発
電
量
は
約
１
５
０
万

kWh
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
拡
大
を
目
指
し
、

　

新
会
社
を
設
立

　

震
災
以
降
、当
社
管
内
に
お
い
て
被
災
地
域
の

復
興
構
想
な
ど
で
、太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
計
画
す
る
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
導
入
に
よ
り
、そ
う
し
た
動
き
が
活
発

化
し
て
お
り
、当
社
に
対
す
る
自
治
体
な
ど
か
ら

の
協
力
要
請
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、当
社
は
、地
域

に
根
ざ
し
た
複
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
企
業

と
し
て
、大
規
模
太
陽
光
発
電
の
導
入
に
対
す
る

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
る
た
め
、当
社
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
ユ
ア
テ
ッ
ク
と
の
共
同
出

資
に
よ
り
、新
会
社「
東
北
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
」を

２
０
１
２
年
９
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

な
お
、新
会
社
で
得
ら
れ
た
利
益
の
一
部
相
当

額
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
で
、立
地
自
治
体
が

行
う
環
境
や
省
エ
ネ
施
策
を
支
援
す
る
な
ど
、東

北
の
復
興
支
援
・
地
域
振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再生可能エネルギーの固定価格買取制度の概要
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震
災
以
降
の
大
幅
な
供
給
力
低
下
の
中
で

供
給
力
追
加
対
策
と
と
も
に
、

お
客
さ
ま
の
節
電
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

節
電
へ
の
取
り
組
み

　

原
子
力
発
電
所
の
停
止
、震
災
に
よ
る
太

平
洋
側
の
火
力
発
電
所
の
被
災
、
加
え
て

２
０
１
１
年
夏
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
水
力

発
電
所
の
被
害
に
よ
り
、当
社
の
電
力
供
給
力

は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
、当

社
で
は
追
加
供
給
力
の
確
保
に
向
け
、長
期
停

止
中
の
火
力
発
電
所
の
速
や
か
な
運
転
再
開
、

緊
急
設
置
電
源
の
建
設
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、お
客
さ
ま
か
ら
の
余
剰
電
力
の
購

入
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、電
力
需
要
が
高
ま
る
夏
季
に
お
い

て
、安
定
供
給
の
面
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
た

た
め
、２
０
１
１
年
で
は
電
気
の
使
用
制
限
の
対

象
と
な
っ
た
大
口
の
お
客
さ
ま
を
は
じ
め
、当

社
管
内
の
多
く
の
お
客
さ
ま
に
最
大
限
の
節
電

２
０
１
２
年
夏
場
も
、

お
客
さ
ま
に
節
電
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
お
い
て
は
、被
災
し
た
火
力

発
電
所
の
復
旧
、緊
急
設
置
電
源
の
稼
働
、水

力
発
電
所
の
一
部
復
旧
な
ど
供
給
力
増
加
の
要

素
が
あ
っ
た
も
の
の
、運
転
可
能
な
火
力
発
電

所
が
震
災
以
降
高
稼
働
の
運
転
を
継
続
し
て
お

り
、万
一
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
停
止
が

あ
れ
ば
直
ち
に
供
給
力
不
足
に
陥
る
可
能
性
も

あ
り
、万
全
と
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
１
２
年
夏
に
つ
い
て

も
、引
き
続
き
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
可
能
な
限
り
節
電
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

　

節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
は
、

節
電
参
考
情
報
と
し
て
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、電
力
の
需
給
状
況
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く

グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
た「
で
ん
き
予
報
」を
掲
載

す
る
な
ど「
電
気
の
見
え
る
化
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

東北電力でんき予報
　2011年６月から、当社管内における電

力の需給状況に関するデータをホーム

ページに掲載していましたが、当社管内

の電力需給状況や見通しをよりわかり

やすく、詳細にお知らせするため、７月

11日より「東北電力でんき予報」としてリ

ニューアルしました。

　「東北電力でんき予報」では、当社管内

全体における当日24時間の電気の使用

実績を、よりリアルタイムに近い５分ご

とのグラフ表示としたほか、当日の午前

９時台～午後７時台の１時間ごとの需要

予測値をお知らせします。この予測値に

ついては、当日の需要実績を踏まえ、随時

更新していきます。

　さらに、当日５分ごとの電力使用実績

や2008年４月から前日までの電力使用

実績をさまざまな形で活用いただけるよ

う、ダウンロード可能なCSV形式のデー

タで提供しています。
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当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
節
電
方
法
の
ご
紹
介
」

ペ
ー
ジ
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
電
気
ご
使
用
実

績
照
会
サ
ー
ビ
ス
」に
２
０
１
２
年
よ
り「
夏
季

節
電
比
較
ペ
ー
ジ
」を
新
し
く
設
け
ま
し
た
。

　

本
ペ
ー
ジ
は
、節
電
の
取
り
組
み
項
目
を
目

標
と
し
て
設
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、今
年

夏
の
目
標
が
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
、さ
ら
に
過

去
３
年
分
の
ご
使
用
実
績
と
の
比
較
に
よ
り
、

節
電
の
取
り
組
み
結
果
を
ご
確
認
い
た
だ
け
る

も
の
で
す
。

　

ま
た「
楽
し
み
な
が
ら
工
夫
す
る
節
電
」に
取

り
組
ん
で
い
る「
節
電
マ
ス
タ
ー
」か
ら
、ご
家

庭
で
皆
さ
ま
が
楽
し
く
省
エ
ネ
・
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
例
を
ご
紹
介
す

る
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
は
、パ
ソ
コ
ン
上
で
最
大

需
要
電
力（
デ
マ
ン
ド
）や
、電
力
使
用
量
の
デ
ー

タ
管
理
が
で
き
る
も
の
で
、お
客
さ
ま
の
節
電
対

策
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

常
に
デ
マ
ン
ド
予
測
を
行
い
、デ
マ
ン
ド
の
出

る
時
間
帯
を
把
握
で
き
ま
す
の
で
、節
電
の
た
め

の
運
用
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

目
標
電
力（
契
約
電
力
）を
超
え
そ
う
な
場
合
に

は
、デ
マ
ン
ド
超
過
の
警
報
と
同
時
に
、あ
ら
か
じ

め
設
定
し
た「
負
荷
遮
断
リ
ス
ト
」に
よ
り
、リ
ス

ト
の
優
先
順
位
に
し
た
が
っ
て
お
客
さ
ま
が
手
動

で
機
器（
空
調
機
な
ど
）を
停
止
さ
せ
る
こ
と
で
、

目
標
電
力
の
超
過
を
防
止
し
ま
す
。ま
た
、自
動
で

負
荷
遮
断
さ
せ
る
手
法
も
あ
り
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
入
手
し
て
簡
易
に
導

入
で
き
る
機
種
や
、本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
導
入
型

の
機
種
な

ど
、事
業
所

の
規
模
、必

要
と
す
る
機

能
な
ど
に
合

わ
せ
て
選
定

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル
性
植
物
を
建
物
の
窓
の
外
な

ど
に
這
わ
せ
る
よ
う
に
生
育
さ
せ
た「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」。た
く
さ
ん
の
葉
が
、窓
か
ら
入
る
直
射
日
光
を
さ

え
ぎ
り
、室
内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、

震
災
後
の
電
力
不
足
で
節
電
対
策
と
し
て
注
目
を
集

め
、一
気
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、こ
の
植
物
の
力
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
対

策
を
地
域
に
広
め
る
運
動
に
２
０
１
０
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。本
運
動
に
参
加
し
、「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、２
０
１
２
年
度
は
、昨
年
度
を
上
回
る
お
客

さ
ま（
６
１
８
３
件
）に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
社
98
事
業
所
、企
業
グ
ル
ー
プ
９
社
に
お

い
て
も
、省
エ
ネ
・
節
電
対
策
と
し
て
、事
業
所
で
の
栽

培
の
ほ
か
、小
学
校
を
訪
問
し
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布
し

て
い
っ
し
ょ
に
栽
培
活
動
を
行
う
な
ど
、地
域
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」を
育
て
た
感
想
や
省
エ
ネ
・
節
電
効
果
に

関
す
る
評
価
、写
真
な
ど
は
、「
栽
培
レ
ポ
ー
ト
」と
し

て
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

新潟県長岡市の保育園で栽培した「緑のカーテン」

電気ご使用実績照会サービス／ご使用実績グラフの例

家
庭
向
け
節
電
ご
紹
介
ペ
ー
ジ
に
、

目
標
と
取
り
組
み
実
績
の
比
較
が
で
き
る

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
。

お
客
さ
ま
が
節
電
対
策
を

効
果
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
を
ご
提
案
。

植
物
の
力
を
利
用
し
た
省
エ
ネ・節
電
対
策

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動
」を

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん

の「
栽
培
レ
ポ
ー
ト
」や
お
手
紙
を
読
ま
せ
て
い

た
だ
く
と
、単
に
省
エ
ネ
・
節
電
の
た
め
に「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、省

エ
ネ
・
節
電
の
活
動
が
生
活
の
中
に
自
然
と
組

み
込
ま
れ
、楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
事
業
所
か
ら
も
、近
所
の
方
と
ゴ
ー
ヤ
の

調
理
方
法
に
つ
い
て
談
話
し
た
り
、実
っ
た

ゴ
ー
ヤ
を
お
配
り
し
た
り
な
ど
、「
緑
の
カ
ー

テ
ン
運
動
」を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
た
と
の
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動
」な
ど

の
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ま

と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

環境部
環境企画グループ

相原 啓吾

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
通
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

事務室

ブザー
積算電力計

お客さまパソコンデマンド監視装置

パルスケーブル

デマンド 監視装置システム／ 設置したお客さまのみロー ドカー ブ
閲覧が可能なシステム例
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震
災
前
も
、震
災
後
も

変
わ
ら
ず
地
域
の
た
め
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
、少
し
ず
つ
。

地
域
復
興
支
援
へ
の
取
り
組
み

福
島
支
援
本
部「
電
力
支
援

チ
ー
ム
」の
取
り
組
み
。

　

震
災
後
、福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
対
応
の
た
め
電
気
事
業

連
合
会
が
設
置
し
た「
福
島
支
援

本
部
」の
要
請
に
応
じ
て
、福
島
県

内
に
お
け
る
人
的
応
援
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。原
子
力
部
門
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
を
中
心
に「
電
力
支
援

チ
ー
ム
」を
結
成
し
、こ
れ
ま
で
に
、

延
べ
約
７
１
０
０
名
を
派
遣
し
、環

境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
放
射

能
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
や
地

域
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
不
安
な

気
持
ち
を
や
わ
ら
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
で
活
動
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
に

「
復
幸
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

お
届
け
し
ま
し
た
。

　

岩
手
支
店
で
は
、震
災
復
興
支
援

の
一
環
と
し
て
、「
写
真
タ
イ
プ
」「
イ

ラ
ス
ト
タ
イ
プ
」２
種
類
の
２
０
１
２

年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
、県
内
の

仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
お
客

さ
ま
な
ど
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

写
真
タ
イ
プ
の「
復
幸
～
よ
み
が

え
れ
大
好
き
な
ま
ち
」は
、「
も
う
一

度
、大
好
き
な
ふ
る
さ
と
で
幸
せ
に

暮
ら
そ
う
」「
元
気
を
出
し
て
い
こ

う
」と
の
思
い
か
ら
、震
災
前
ま
で
日

常
的
に
あ
っ
た
沿
岸
12
市
町
村
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
事
や
祭
り
、風
景
な
ど

の
写
真
を
12
カ
月
に
分
け
て
綴
っ
た

も
の
で
、主
に
沿
岸
部
の
仮
設
住
宅

に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

一
方
、イ
ラ
ス
ト
タ
イ
プ
の「W

e 

Love 

三
陸
!
」は
、岩
手
県
内
で
活

躍
し
て
い
る
作
家
が
被
災
地
を
取

材
し
、被
災
し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て

い
る
沿
岸
市
町
村
の
取
り
組
み
を
イ

ラ
ス
ト
や
エ
ッ
セ
イ
で
紹
介
し
た
も

の
で
、多
く
の
方
々
が
被
災
地
に
足

を
運
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願

い
、主
に
内
陸
部
の
お
客
さ
ま
に
お

届
け
し
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
約
１
万
２
０
０
０
戸
へ

の
配
布
に
つ
い
て
は
、岩
手
支
店
管

内
の
各
事
業
所
か
ら
参
加
し
た
延
べ

約
２
０
０

人
の
社
員

が
一
戸
一

戸
訪
問
し
、

お
客
さ
ま

に
声
を
か

け
な
が
ら

お
届
け
し

ま
し
た
。

震
災
は
、私
た
ち
の
郷
土
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。し
か
し
私
た
ち
は
、大
切
な
地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、復
興
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。地
域
の

た
め
に
、少
し
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
…
。そ
の
思
い
を
胸
に
、震
災
後
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

環境放射能モニタリ
ン グ ／ 福 島 県 内 全
般において、福島第
一原子力発電所から
20km圏外について
は、毎日1回・6地点
程度で、20km圏内に
ついては、1週間に1
回・50地点程度で環
境放射能モニタリン
グを実施。

県民スクリーニング検査／南相馬市相双
保健所や広野町体育館などにおいて毎日、
一時帰宅した住民の皆さまや車両などの
放射能スクリーニング検査を実施。

仮 設 住 宅にお 住まいの 方、約12,000戸にお 届
けしました。

上／写真タイプ、下／イラストタイプ

岩手支店電力流通本部
用地センター

田中 理会（左）  渋田 幸子（右）

　

私
た
ち
が
所
属
す
る
用
地
セ
ン
タ
ー
は
、水

力
発
電
や
送
電
、変
電
な
ど
の
設
備
を
建
て
る

用
地
を
取
得
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。震
災

後
は
、一
日
で
も
早
く
停
電
を
復
旧
さ
せ
る
た

め
に
、男
性
社
員
が
２
人
１
組
に
な
っ
て
現
場

へ
出
動
し
て
い
き
ま
し
た
。私
た
ち
女
性
社
員

が
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、疲
れ
果
て
て
戻
っ

て
く
る
社
員
に
声
を
か
け
、あ
る
だ
け
の
水
や

食
料
を
渡
す
こ
と
ぐ
ら
い
で
、歯
が
ゆ
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
上
旬
、私
た
ち
に
も
地
域
に
貢

献
で
き
る
機
会
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ

は
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め

に
作
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
届
け
す
る
と
い

う
も
の
。カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、震
災
前
の
岩
手
の

自
然
や
人
々
の
笑
顔
、そ
し
て
大
漁
旗
の
写
真

な
ど
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は「
被
災
地
の
方
に
は
辛
く
な
い
か
し

ら
」と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、実
際
に
お
届
け

す
る
と
、皆
さ
ん
写
真
１
枚
１
枚
を
大
事
に
見

て
、「
魚
市
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
、大

漁
旗
の
写
真
が
な
つ
か
し
い
」「
カ
レ
ン
ダ
ー
が

な
く
て
困
っ
て
い
た
の
で
助
か
る
」と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。

女
性
社
員
も
、力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
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東
北
６
県
お
よ
び
新
潟
県
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
唯
一
の
選
手
権
大
会
と
し
て
１
９
８
８

年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。当
社
で
は
、子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
育
成
や
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
向
上
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
、

１
９
９
０
年
度
よ
り
同
大
会
に
協
賛
し「
東
北

電
力
旗 

東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
度

は
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ

り
開
催
中
止
と

し
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
年
夏
、

２
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た（
第

25
回
大
会
）。

　

地
域
協
調
と
は
、当
社
そ
し
て
社
員
一
人
ひ

と
り
が
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
と

役
割
を
果
た
し
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
相
互
理

解
を
深
め
、地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方

で
す
。

　

当
社
は
、地
域
協
調
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、「
地
域
協
調
推
進
会
議
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

各
支
店
・
営
業
所
の「
地
域
協
調
推
進
委
員

会
」が
、地
域
へ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
性
・
地
域
性
を
発
揮
し
た
取

り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

釜
石
営
業
所
で
は
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
、甲か

子し

川が
わ

の
水
質
や
甲
子
川
に
住
む
魚
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。釜
石
小
学

校
の
子
ど
も
た

ち
と
い
っ
し
ょ

に
ヤ
マ
メ
の
稚

魚
を
甲
子
川
に

放
流
す
る
と
と

も
に
、河
川
敷
の

清
掃
を
行
い
ま

し
た
。

　

東
北
６
県
お
よ
び
新
潟
県
の
中
学
生
を
対
象
に
、

作
文
を
通
じ
て
自
分
の
将
来
や
地
域
の
未
来
を
考

え
る
こ
と
に
よ
り
、未
来
を
見
つ
め
る
新
鮮
な
目
と

感
動
す
る
心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、心
豊
か
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、１
９
７
５

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
は
、地
域
の
未
来
を
担
う
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
、基
本
テ
ー
マ
を「
今
、伝
え
た

い
こ
と
」と
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、東
北
６

県
お
よ
び
新
潟
県
の
中
学
校
５
５
２
校
か
ら
、

２
万
２
７
３
８
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

中
に
は
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
中
学
生
が

今
抱
え
て
い
る
想
い
や
、自
分
た
ち
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
、家
族
、友
人
な
ど
へ
向
け
た
気
持

ち
を
表
現
し
た
作
品
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
社
は
、毎
年

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
メ
ン
バ
ー
が

小
・
中
学
校
を
訪

問
し
て
演
奏
す
る

「
東
北
電
力
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
年
代
に
合
わ
せ
た
曲

目
や
、校
歌
演
奏
、指
揮
者
体
験
な
ど
、独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
な
ど
音
楽
の
楽
し
さ
に

触
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
社
は
創
立
以
来「
東
北
の
繁
栄
な
く
し
て
当
社
の
発
展
な
し
」と
い
う
考
え
の
も
と
、地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。地
域
が
元
気
に
な
り
、地
域
の
文
化
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う

お
手
伝
い
し
た
り
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
応
援
す
る
こ

と
も
、当
社
の
考
え
方
の
表
れ
で
す
。

第25回東北ミニバスケットボール大会（2012年8月）

東北電力スクー ルコンサー ト（2012年2月宮
城県山元町立坂元小学校）

甲子川でのヤマメの放流（2011年6月）

〝
東
北
電
力
鼓
響
会
〟

故
郷
復
興
へ
の
鼓
動
を

力
強
く
響
か
せ
て
。

　

１
９
９
６
年
い
わ
き
営
業
所
を
中
心
に
結
成
さ

れ
、現
在
で
は
福
島
支
店
全
体
の
文
化
部
と
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
和
太
鼓
の
演
奏
活
動
を
し
て
い
る

東
北
電
力
鼓
響
会
。こ
れ
ま
で
、近
隣
の
幼
稚
園

の
夏
祭
り
で
の
演
奏
か
ら
、国
際
的
な
復
興
支
援

イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
２
０
０
回

以
上
も
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
、い
わ
き
市
で
演
奏
会
の
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
も
自
身
の
家
族
を
亡
く
し
た

り
、実
家
が
被
害
を
受
け
た
り
、自
分
の
身
に
も

起
き
た
災
害
で
し
た
が
、い
つ
ま
で
も
下
を
向
い

て
は
い
ら
れ
な
い
、い
わ
き
は
自
分
た
ち
の
原
点

と
の
思
い
か
ら
、参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

い
つ
も
ど
お
り
一
心
に
打
ち
込
ん
だ
演
奏
は
、

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、あ
た
た
か
い
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
被
災
地
の
皆
さ
ま
の
精
神
的
な
疲
弊
は
い
ま

で
も
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
が
、少
し
で
も
早
く
ま
ち
が
立
ち
直

り
、地
域
の
人
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
」と
メ
ン
バ
ー
は

話
し
て
い
ま
す
。

東
北
電
力
旗

東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
域
協
調
活
動
の
推
進

東
北
電
力

ス
ク
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
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東
北
復
興
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

震災と津波で甚大な被害を受けながら、その大きな苦難を乗り越えて、いま少しずつ復興への道のりを
歩み始めている岩手県、宮城県、福島県。それぞれの地域の方から、これからの復興への想いをうかがいました。

試運転を開始した原町火力発電所 鈴木麻弓「The Day,and After」／「女川 佐々木写真館」
（一葉社発行）より

長さ約30km、地下約100mに設置
されるI LCイメージ図

（画像：Rey.Hori／高エネルギー加
速器研究機構）

大平 尚 氏
岩手県政策地域部政推進室・首席ILC推進監

2007年から岩手県総合政策室政策調査監、2010
年から政策地域部政策推進室政策監、2012年か
ら現職。県南広域振興局副局長兼務。ILC誘致に向
け、全国各地での誘致活動に精力的に取り組む。
今後は、ILCの計画内容や様々な効果について、多
くの方にご理解いただけるように、東北各地でセ
ミナーなど広報活動にも積極的に取り組んでい
きたいと話す。

鈴木 麻弓 氏
フォトグラファー

1977年、宮城県女川町生まれ。女川町の佐々木写真
館３代目。両親は、津波に遭い現在も行方不明。大
学卒業と同時にフリーのフォトグラファーとして
独立。現在は神奈川県逗子市在住。2012年春、写文
集「女川佐々木写真館」（一葉社）を発刊。また、東北
電力グリーンプラザ（仙台）と共同で「女川マダム写
真展～女川に生きる人のいま」を企画・開催した。

高橋 隆助 氏
原町商工会議所会頭

原町商工会議所第11代会頭、総合リサイクル
業、株式会社高良 代表取締役。東日本大震災や
原子力災害の影響により多くの住民が避難し、
人口が約6割まで減少した南相馬市で、地元経
済界の代表として、政府、福島県、南相馬市ほか
多数の関係機関を訪れ、復興施策への要望書を
提出するなど精力的に活動している。

I
L
C
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
と

地
域
へ
の
誇
り
が
復
興
の
原
動
力
に

祖
父
の
代
か
ら
町
の
人
を
撮
っ
て
き
た

地
域
と
の
深
い
関
わ
り
を
実
感

地
域
産
業
の
基
盤
と
し
て
、

原
町
火
力
発
電
所
の
再
開
に
期
待

　

現
在
、岩
手
県
の
南
部
に
位
置
す
る
北
上
山
地
が
、国
際

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
超
大
型
加
速
器「
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー（
I
L
C
）」の
建
設
候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

I
L
C
は
、地
下
ト
ン
ネ
ル
内
で
ほ
ぼ
光
の
速
度
ま
で
加

速
さ
せ
た
電
子
と
陽
電
子
を
正
面
衝
突
さ
せ
、宇
宙
誕
生

の
瞬
間（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）を
再
現
す
る
装
置
で
す
。安
定
的

に
実
験
を
行
う
に
は
振
動
が
ほ
と
ん
ど
な
い
直
線
30
㎞
を

超
え
る
ト
ン
ネ
ル
が
必
要
と
な
り
ま
す
。北
上
山
地
は
岩

盤
が
強
固
で
あ
り
、温
度
変
化
や
微
振
動
も
少
な
く
、中
核

都
市
と
の
連
携
が
良
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
満
た
し

て
い
ま
す
。

　

I
L
C
が
実
現
す
る
と
世
界
中
か
ら
３
０
０
０
人
以
上

の
研
究
者
が
居
住
し
、I
T
・
医
療
・
製
造
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
技
術
・
産
業
革
新
が
促
進
さ
れ
、ま
た
、建
設
か
ら

運
用
の
30
年
間
で
約
４
・
３
兆
円
の
経
済
波
及
効
果
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
、発
展
を
進
め
る
た
め
に
は
人
々
の

パ
ワ
ー
が
不
可
欠
で
す
。世
界
的
な
研
究
拠
点
と
し
て
岩

手
県
・
東
北
が
進
化
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
・
若
者
が
将
来

に
希
望
を
見
い
出
し
、大
人
た
ち
が
地
域
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。そ
う
し
た
人
々
の
変
化
こ
そ
が
復
興
、発
展
の
原
動

力
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

父
は
宮
城
県
女
川
町
で
写
真
館
を
営
み
、女
川
の
人
た

ち
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
ず
っ
と
撮
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

父
の
大
事
な
写
真
館
も
津
波
で
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
後
、女
川
の
女
性
た
ち
の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り

ま
し
た
。復
旧
活
動
を
し
て
い
る
男
性
は
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
し
ま
す
が
、普
通
の
女
の
人
、地
域
の
女

性
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、そ
う
い
う
地
域
の
女
性
た
ち
を
撮
り
た
か
っ
た

ん
で
す
。

　

撮
影
を
通
し
て
、人
に
は
い
ろ
ん
な
人
生
、歴
史
が
あ
っ

て
、そ
こ
で
育
ま
れ
た
美
し
さ
や
魅
力
で
輝
い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。父
や
祖
父
に
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て

女
川
で
祖
父
、父
が
写
真
を
撮
っ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
、女

川
と
い
う
町
と
の
長
い
間
の
関
わ
り
を
実
感
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

町
の
復
興
と
い
っ
て
も
、住
宅
や
道
路
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
、町
の
女
性
た
ち
が
、元

気
と
ほ
ん
と
う
の
笑
顔
を
取
り
戻
す
こ
と
が
復
興
な
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、大
好
き

な
女
川
の
町
と
人
の
姿
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

原
町
商
工
会
議
所
は
全
国
５
１
４
の
商
工
会
議
所
の
中

で
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
最
も
近
い
場
所
で
活
動

し
て
お
り
、こ
の
地
域
の
住
民
の
生
活
と
産
業
を
ど
の
よ

う
に
復
興
し
て
い
く
の
か
、当
会
議
所
の
活
動
は
全
国
的

に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
の
復
興
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す

が
、当
会
議
所
で
は
復
興
特
区
に
よ
る
税
制
優
遇
措
置
な

ど
産
業
振
興
に
向
け
独
自
の
提
案
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
８
月
に
は
平
野
復
興
大
臣
に
、一
刻
も
早
い
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
を
求
め
る
意
見
書
を
手
渡
し
、大
臣
か

ら
は「
産
業
復
興
に
は
商
工
会
議
所
と
い
っ
し
ょ
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
考
え
を
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

復
興
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
中
で

東
北
電
力
が
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
原
町
火
力
発

電
所
の
復
旧
に
奮
闘
さ
れ
、当
初
の
予
定
を
半
年
も
繰
り

上
げ
２
０
１
２
年
11
月
に
試
運
転
を
開
始
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
関
係
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

同
発
電
所
は
、建
設
さ
れ
た
１
９
９
７
年
か
ら
、こ
の
地

域
の
産
業
の
基
盤
と
も
い
え
る
プ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、関
連

産
業
や
雇
用
創
出
な
ど
、多
く
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
り

ま
す
。地
元
と
の
関
係
も
良
好
で
、原
町
の
経
済
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
再
開
は
こ
の
地
域
に
と
っ
て
も
こ
の
上
な
く
喜
ば

し
い
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
も
安
定
供
給
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

おお だいら
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経営方針

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ

中
期
経
営
方
針

（
２
０
１
２
〜
２
０
１
６
年
度
）

　

当
社
は
、
２
０
１
２
年
１
月
、
２
０
１
２
〜
２
０

１
６
年
度
を
対
象
と
し
た｢
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中

期
経
営
方
針｣

を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
北
地
域
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
ま
た
、
電
気
事
業
を
巡
る

環
境
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
被
災
地
域
の
復

興
や
東
北
地
域
全
体
の
経
済
の
立
て
直
し
が
急
が

れ
る
一
方
で
、
当
社
も
多
額
の
設
備
復
旧
費
用
や
燃

料
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
悪
化
し
た
財
務
体
質
を

早
急
に
改
善
し
、
引
き
続
き
安
定
供
給
の
使
命
を

全
う
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気
事
業
の

あ
り
方
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
当
社
に
対
す
る
お
客
さ
ま
や

地
域
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
中
期
経
営

方
針
で
は
、
地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
、
地
域
の

復
興
を
支
え
る
と
と
も
に
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
へ
の
進
化
を
目
指
し
、「
使
命
の
遂
行
」、「
地
域

と
の
共
生
」、「
新
た
な
挑
戦
」
の
３
つ
の
主
要
施
策

を
掲
げ
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
確
実
に
実
行
し
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地
域
と
と
も
に
未
来

を
ひ
ら
く
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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東北電力グループ中期経営方針（2012～2016年度）の概要

ビジョン2020  東北電力グループ中期経営方針（2012～2016年度）

企業グループ像
地域と共に歩む複合エネルギーサービス企業

経営理念
 『地域社会との共栄』 『創造的経営の推進』

事業運営の基礎として取り組んでいく施策
○安全確保の徹底　○企業倫理・法令遵守の徹底　○創意工夫を引き出す職場環境づくり

＜今、そして将来に向けて私たちがなすべきこと＞
（主要施策）

＜主な環境変化＞
震災以降、従来より顕在化・加速化している事象
●人口減少・電力需要の伸び悩み
●低炭素社会の実現に向けた取り組み
●エネルギー利用・供給形態の変化
●資源確保の困難化
●燃料費等コストの増加
●安全・安心の確保に対する社会的要請の高まり

震災以降の新たな環境変化
●太平洋沿岸を中心とした甚大な設備被害
●被災による電力需要の低迷
●被災地域の復興計画
●節電・省エネ、防災意識の高まり
●原子力への不安感、原子力政策の見直し
●電気事業のあり方を含めたエネルギー政策の見直し
●再生可能エネルギー・分散型電源への期待感
●極めて厳しい収支状況、財務体質の悪化

＜現状の重要課題＞
○原子力を取り巻く環境が大きく変化しているな
かでの安定供給の確保
○企業グループ経営の早期健全化と地域の復興
○再生可能エネルギー導入拡大やお客さまのエネ
ルギー利用・供給形態の変化への対応

経営環境変化と重要課題

震災による被災 原子力への不安感 電気事業のあり方を含めた
エネルギー政策の見直し

　東日本大震災により、東北地域は甚大な被害を受け、また、
電気事業を巡る環境も大きく変わりました。
　私たち東北電力グループは地域に根ざす企業として、地
域の復興を支えるとともに新たなエネルギー企業への進化
を目指し、 様々な経営課題の克服に挑戦していきます。

◆再生可能エネルギーの導入拡大と次世代エネルギー
システムの活用
◆新たな経営環境に先見的かつ柔軟に対応できる人材
の確保・育成

再生可能エネルギーの導入拡大や次世代
エネルギーシステムの活用に努め、 新た
な事業基盤の確立に挑戦していきます。

新たな

挑戦

◆お客さまのエネルギー利用効率向上に向けた取り組み強化
◆エネルギーサービス面からの復興支援とエネルギー
利用・供給形態の変化への的確な対応
◆震災等を踏まえた地域社会との連携強化

お客さまや地域の多様なニーズに応え
るサービスの提供等を通じ、これまで以
上に地域との共生を図っていきます。地域

 との共生

◆地域の復興に向けた早期の供給力回復・設備復旧
◆原子力発電における安全・安心確保の徹底
◆徹底したコスト低減による早期の収益基盤再構築

東北電力グループ一丸となって 安定供
給の使命を遂行するとともに、 早期に
収益基盤を再構築していきます。使命

の遂行

地域とともに
未来をひらく

復旧期 再構築期

電力需要推移のイメージ

2011.3.11震災
▼

震災で落ち込んだ電力需要の回復と、
さらなる開拓を目指し、地域とともに
復興を果たす



Tohoku Electric Power Co., Inc. CSR Report 2012 CSRの方針と仕組み

東
北
電
力
企
業
行
動
指
針

　

厳
し
い
競
争
環
境
に
お
い
て
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
企
業
倫
理
・
法
令
を
遵
守
し
な
が
ら

誠
実
か
つ
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
事
業
活
動
を
行
い
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
揺
ぎ
な
い
も
の

と
す
る
た
め
、
そ
の
よ
り
所
と
な
る
「
東
北
電
力
企
業
行
動
指
針
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、「
安
全
確
保
の
徹
底
と
業
務
品
質
の
向
上
を
図
る
企
業
文
化
の
定
着
」
を
目
指

し
、
安
全
・
保
安
推
進
会
議
や
原
子
力
安
全
推
進
会
議
を
中
心
に
、
全
社
的
な
保
安
レ
ベ
ル

の
向
上
や
、
原
子
力
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
定
期
的
に
評
価
す
る
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（※

）
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
企

業
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■2012年度全社重点実施事項（要旨）
　1. 「安全と健康を最優先とする企業文化」の一層の浸透
　2. 再発防止対策とリスクアセスメントを用いた未然防止対策の推進
　3. 生活習慣の改善等による疾病の予防・改善
　4. メンタルヘルスケアの推進による心の健康の増進
　5. 新型インフルエンザ（強毒性）対策行動計画に関する具体的施策の理解浸透

　当社では、事業所長自らの強いリーダーシップのもと、
本店・支店・第一線事業所が連携し、管理職・健康推進ス
タッフ・従業員が良好なコミュニケーションを図りながら、
安全健康推進活動を展開しています。

■安全健康推進基本方針
安全健康推進基本方針

　当社は、全ての従業員が安全への認識や思考を
共有し、行動するための指針として「安全・保安方
針」を制定しています。今後も、この方針に基づい
た諸活動を展開し、労働安全・設備保安に対する
取り組みをさらに充実していきます。

■安全・保安方針

安全・保安方針
　私たちは、「気づく・話す・直す」の3つの視点で、
法令・ルールを遵守し、たゆまぬPDCA活動を行う
ことにより、継続的に安全と保安を確保することを決
意し、安全・保安方針を定める。
　1. 常に安全確保を最優先に行動する。
　2. 立ち止まり、常に問い直す習慣を持つ。
　3. コミュニケーションを常に心がけ、
　　 情報を共有する。

　当社は、「原子力安全に関する品質方針」を定め、原子力安全を最優先に位置付け、
原子力品質マネジメントシステムの着実な実施と、継続的な改善を行うこととしてお
ります。今後も、さらなる安全性の向上に向けた取り組みを着実に実施していきます。

■原子力安全に関する品質方針

原子力安全に関する品質方針
　われわれ一人ひとりが、『原子力発電所の品質保証に係る意識改革元年』の精神に
常に立ち返り、原子力安全を最優先に位置付け、原子力品質マネジメントシステムの着
実な実施と、継続的な改善を行うとともに、東日本大震災および福島第一原子力発電
所事故から得られる教訓と新知見を安全確保対策に不断に取り入れることにより、社会
からの理解と安心・信頼を得ることを決意し、以下の品質方針を定める。
　原子力発電所の運営にあたっては、
　　１．安全最優先の徹底
　　２．常に問い直す習慣
　　３．コミュニケーションの充実による情報の共有
を基本に、法令・ルールを遵守し、調達管理の重要性を再認識しつつ、たゆまぬ
PDCA活動により、更なる安全の確保と信頼性の向上を目指す。

東北電力企業行動指針
http://www.tohoku-epco.co.jp/csr/rinri/index.html

安全確保を最優先にエネルギーの安定供給
安全の確保（原子力をはじめとする当社設備における安全確保対策の確実な
実施など）、良質で低廉な電気を中核としたエネルギーの安定供給（公益事業
を担う企業としての使命の自覚など）

1

地域との協調と地域社会への貢献
地域との協調（地域社会との信頼関係構築など）、地域社会への貢献（地域社
会の発展・地域文化向上に向けた活動など）

3

透明な事業活動の推進
コミュニケーションの確保（お客さま、地域の方々、株主の皆さまなど幅広い
円滑なコミュニケーションの実施など）、誠実な広報・広聴活動（事実に基づい
た誠実な対応など）、情報の公開（自らの積極的な情報公開など）

5

個人の尊重と風通しの良い活力ある企業風土づくり
個人の尊重（従業者に関する個人情報保護など）、性別等による差別の禁止（セ
クシュアルハラスメント防止など）、風通しの良い活力ある企業風土づくりと改
善していく組織文化の醸成

6

経営トップ、管理職の対応
本指針の精神の徹底、経営トップの責務（自ら問題解決に当たる姿勢・自らを
含む厳正な処分など）

7

企業倫理・法令遵守の徹底
法令の遵守（公正な取引の確保、インサイダー取引の禁止、個人情報を含む
情報管理の徹底など）、企業倫理の徹底（反社会的勢力に対する毅然とした対
応、業務外活動における誠実な行動など）

2

環境への配慮
地球温暖化問題への取り組み（事業活動から排出される温室効果ガスの抑制など）、
循環型社会形成への取り組み（廃棄物の適正管理および処理、循環型社会の形成
への貢献など）、環境に関わるコミュニケーション（環境保全活動の情報公開など）

4
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※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
：Ｐ
ｌａｎ（
計
画
）↓
Ｄｏ（
実
施
）↓
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ（
点
検
・
評
価
）↓
Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ（
改
善
）と
い
う
、

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
ま
わ
し
、
業
務
の
継
続
的
改
善
を
図
る
こ
と
。
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

■東北電力 コーポレートガバナンス 模式図

　

当
社
で
は
取
締
役
会
を
原
則
毎
月
１
回
開
催

し
、
経
営
に
関
す
る
重
要
な
計
画
を
は
じ
め
、
業
務

執
行
の
重
要
事
項
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
取
締

役
か
ら
の
業
務
執
行
状
況
の
報
告
お
よ
び
取
締
役

の
職
務
の
執
行
に
つい
て
相
互
に
監
督
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
務
会
を
原
則
毎
週
開
催
し
、
取
締
役

会
決
議
に
基
づ
き
、
全
般
的
な
業
務
運
営
の
方
針
、

計
画
な
ら
び
に
重
要
な
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。

　

業
務
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
火
力
原
子
力
本

部
」、「
電
力
流
通
本
部
」、「
お
客
さ
ま
本
部
」の
３ 

本
部
制
に
よ
り
、
自
律
的
な
業
務
の
展
開
を
図
る

な
ど
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
社
は
、２
０
０
５
年
６
月
に
取
締
役
会

の
改
革
や
執
行
役
員
制
度
の
導
入
な
ど
、
経
営
機

構
改
革
を
実
施
し
、２
０
０
７
年
６
月
に
は
、
経
営

環
境
の
変
化
に
即
応
で
き
る
経
営
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
取
締
役
任
期
を
２
年
か
ら
１
年
に
短
縮

す
る
見
直
し
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
社
は
監
査
役
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
監
査
役
は
、
取
締
役
会
や
常
務
会
な
ど
重

要
な
会
議
に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
書
類

の
閲
覧
や
事
業
所
の
業
務
お
よ
び
財
産
の
状
況
の
調

査
な
ど
を
実
施
し
、
取
締
役
の
職
務
の
執
行
お
よ

び
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
運
用
状
況
な
ど
に

関
す
る
監
査
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内

部
監
査
部
門
お
よ
び
会
計
監
査
人
と
定
期
的
に
情

報
交
換
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
会
社
監
査

役
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
監
査
効
果
を
一層

高
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
内
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
考
査
室
が
業
務

全
般
に
わ
た
り
、
組
織
制
度
や
管
理
体
制
の
有
効

性
・
妥
当
性
、
業
務
運
営
の
経
済
性
・
効
率
性
、
設

備
保
安
活
動
に
係
る
考
査
な
ど
を
実
施
し
、
原
子

力
考
査
室
が
原
子
力
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
内
部
監
査
お
よ
び
原
子
力
安
全
文
化
の
醸
成
・

法
令
遵
守
な
ど
に
係
る
原
子
力
一
般
考
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
監
査
結
果
は
、
常
務
会
お
よ
び
社
長
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
改
善
を
要
す
る
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
、
関
係
部
門
に
改
善
措
置
を
促
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
内
部
監
査
計
画
お
よ
び
内
部
監
査
結

果
に
つ
い
て
監
査
役
に
対
し
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
考
査
室
お
よ
び
原
子
力
考
査
室
は
、
各

執
行
機
関
よ
り
独
立
し
、
社
長
に
直
属
し
た
組
織

形
態
と
な
っ
て
お
り
、
両
室
合
わ
せ
て
２６
名
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状
況

報告・監査

取締役会（16名）

リスク管理委員会危機管理委員会

リスク管理体制

リスク管理委員会非常災害対策本部

リスク管理委員会市場リスク管理委員会

東京支社
（東京支社長）

発電所
（発電所長）

監査役室

社長（代表取締役）

社内会議体

指揮命令・報告
監査

監査

監査

選任・解任、報酬を決定 選任・解任、報酬を決定

報告請求

報告

相談・告発 等

相談・告発 等

企業倫理活動の支援

報告

指揮命令・報告

指示・
報告

指示・
報告

審議・
調整

指示・報告

指揮命令・報告※常務会と有機的な
　相互関連のもと運営

チ
ェ
ッ
ク
・
報
告

連
携

監査役会（5名）
うち社外監査役（3名）

グ
ル
ー
プ
会
社

各支店
（支店長）

各営業所・技術センター
（所長）

本店（本部長・室部長）

企業倫理・法令遵守体制

リスク管理委員会
企業倫理・法令遵守

委員会
リスク管理委員会企業倫理相談窓口
（社内・社外）

株主総会

常務会

間接部門お客さま
本部

電力流通
本部

火力原子力
本部

内部監査部門
考査室

原子力考査室

業務考査、保安考査、
特別考査（ （
原子力品質監査、
原子力一般考査（ （

会
計
監
査
人
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企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
の
徹
底

相
談
窓
口
の
適
切
な
運
用
に

努
め
て
い
ま
す

　

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
活
動
を
推
進
し
、
そ
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
、１
９
９
８
年
に
企
業
倫
理

委
員
会
（
２
０
０
８
年
６
月
に「
企
業
倫
理
・
法
令

遵
守
委
員
会
」に
名
称
を
変
更
）
を
設
置
し
、２
０

０
３
年
５
月
か
ら
は
、本
店
、支
店
、事
業
所
に「
企

業
倫
理
責
任
者
」
お
よ
び「
企
業
倫
理
推
進
担
当

者
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

社
長
を
委
員
長
と
す
る
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守

委
員
会
は
、
企
業
倫
理
責
任
者
、
企
業
倫
理
推
進

担
当
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
を
包
括
的
に
推

進
す
る
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
６
月
に
、
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
を

さ
ら
に
徹
底
し
、
法
的
側
面
か
ら
の
全
社
的
支
援

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
総

務
部
内
に
法
務
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
、「
関
係
会
社
企

業
倫
理
・
法
令
遵
守
推
進
連
絡
会
（
２
０
１
１
年
４

月
に「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守

推
進
連
絡
会
」に
名
称
を
変
更
）」
を
設
置
し
、
会

議
な
ど
を
通
じ
、
東
北
電
力
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
に
関
す
る
連
携
・
情
報
共

有
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

誠
実
か
つ
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
事
業
活
動
の

実
践
の
た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
東
北
電

力
の
使
命
と
役
割
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
当
社

の
行
動
規
範
で
あ
る「
東
北
電
力
企
業
行
動
指
針
」

に
沿
っ
た
行
動
を
と
って
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
を
定
着
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
倫
理
的
行
動
の
土
台
と
な
る
知
識
や

意
識
を
高
め
、
行
動
促
進
を
図
る
た
め
の「
啓
発

活
動
」に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
倫
理
的
行
動
の

定
着
状
況
を
検
証
す
る
た
め
の「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活

動
」
な
ど
を
通
じ
て
、
組
織
の
自
浄
機
能
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
４
月
か
ら
、
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守

に
反
す
る
、
あ
る
い
は
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
当
社

の
業
務
運
営
や
従
業
員
の
行
動
、
職
場
習
慣
な
ど
に

つい
て
、
相
談
を
受
け
付
け
る「
企
業
倫
理
相
談
窓

口
」
を
社
内
・
社
外
に
設
置
し
、
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
倫
理
相
談
窓
口
で
は
、
従
業
員
な
ど
か
ら

の
相
談
に
基
づ
い
て
調
査
を
行
い
、
是
正
措
置
お
よ

び
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
の
対

応
の
中
で
は
、
相
談
者
の
個
人
情
報
を
厳
密
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
相
談
者
に
対
す
る
不
利
益
な

取
り
扱
い
を
禁
止
す
る
な
ど
、
相
談
窓
口
の
適
切

な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
常
の
業
務
処
理
に
お
い
て
、
各
種
法
令

に
照
ら
し
て
違
法
か
適
法
か
判
断
に
迷
う
よ
う
な

事
案
の
電
話
と
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
窓
口
と
し
て
、

「
法
令
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
運
用
し
て
い

ま
す
。

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
の

さ
ら
な
る
徹
底
に
向
け
て

体
制
を
強
化
し
ま
し
た

「
啓
発
活
動
」
と

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
」
で

自
浄
機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す

東北電力
企業行動指針

誠実かつ公正で
透明性のある
事業活動の実践

体制構築
・ 企業倫理責任者・推進担当者の配置・ 企業倫理・法令遵守委員会の設置

・ 社内・社外への企業倫理相談窓口の設置
・東北電力グループ企業倫理・法令遵守推進連絡会の設置

啓発活動

モニタリング活動

・ 業務考査　・ 各種対話活動　・ 企業倫理相談窓口

・ 企業倫理推進担当者研修
・ 新任管理職研修

・ トップセミナー
・ 支店幹部向けセミナー

・ 新入社員導入教育
・ 東北電力グループ企業倫理月間

相談
事実関係調査
対応策検討

相談

連携

■企業倫理相談窓口運用体制

当社社員
（OB含む）
委託員
臨時員
派遣社員
関係会社社員
取引先社員

相談者

企業倫理・法令遵守委員会
委員長：社長

コンプライアンス推進担当役員：副社長

社内相談窓口
本店総務部法務室内

（企業倫理・法令遵守担当課長）

社外相談窓口
弁護士事務所内

企業倫理・法令遵守
委員会事務局
（考査室、企画部、
人財部、総務部）

相談内容報告 調査、対応策検討指示

　

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
は
、全
て
の
事
業
活
動
の
前
提
に
な
る
と
の
考
え
の
も
と
、企
業
倫
理
・

法
令
遵
守
の
体
制
を
構
築
し
、
啓
発
活
動
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
東
北
電
力
企
業
グ
ル
ー
プ
に
も
拡
大
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
連
携
、
情

報
共
有
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
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当
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
企
業
が
保
有
す
る
お
客
さ

ま
情
報
な
ら
び
に
電
力
保
安
に
関
わ
る
設
備
情
報

な
ど
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全

体
で
遵
守
す
べ
き
基
本
事
項
を
取
り
ま
と
め
た「
東

北
電
力
企
業
グ
ル
ー
プ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方

針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、２
０
０
５
年
４
月
の「
個
人
情
報
保

護
法
」の
全
面
施
行
に
合
わ
せ
、
当
社
が
取
得
、
利

用
、
管
理
す
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
を

定
め
た
基
準
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、「
東
北
電
力

株
式
会
社
個
人
情
報
保
護
方
針
」
を
策
定
し
、
当

社
で
取
得
す
る
お
客
さ
ま
、
株
主
、
取
引
先
の
個

人
情
報
の
利
用
目
的
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
層
を
責
任
者
と

す
る
体
制
を
構
築
し
、
情
報
を
取

り
扱
う
従
業
者
へ
の
啓
発
や
、
当

社
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が
委

託
先
で
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
、
委
託
先
を
直
接
訪
問
し
、
契

約
内
容
の
遵
守
状
況
を
確
認
す

る
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
確
実
に
実
施
し
、
個

人
情
報
保
護
の
徹
底
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み

企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
で

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
・
維
持
・

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

皆
さ
ま
の
個
人
情
報
を
適
切
に

管
理
・
保
護
し
て
い
ま
す

　

当
社
が
保
有
す
る
情
報
が
情
報
事
故
（
流
出
・
紛
失
・
破
壊
・
改
ざ
ん
）
に
遭
っ
た
場
合
、
そ
の
情
報

の
内
容
・
規
模
に
よ
っ
て
は
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
当
社
で
は
、情
報
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
目
的
に
、企
業
グ
ル
ー

プ
全
体
に
お
い
て
適
切
な
情
報
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
の
適
切
な
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

●経営層を責任者とする管理体制を構築し、各種基準
の制定や保有する全ての情報資産（情報および情報
機器）を対象とした管理を行っています。

●外部からの不正アクセス防止やウィルスの侵入防止、
内部からの業務情報の無断持出しを防止するための
データの暗号化など、最新の技術的対策を採用して
います。

●全従業者※へきめ細かな啓発活動を実施しています。
●継続的な取り組みのための点検・改善活動の実施お
よび事業所訪問による実態調査など、情報セキュリ
ティマネジメントを確実に実施しています。

「東北電力企業グループ情報セキュリティ基本方針」
に基づく主な取り組み

東北電力企業グループ情報セキュリティ基本方針
http://www.tohoku-epco.co.jp/privacy/security.html

法令遵守
情報セキュリティに関する法令を遵守するとともに、本方針およ
びグループ各社が規定する基準等を遵守します。

情報管理
経営層を責任者とした情報セキュリティ管理のための体制を整
備し、業務で取り扱うすべての情報に関して、重要性とリスクに
応じた適切な管理を行います。

技術対策
情報への不正なアクセス、情報の紛失、改ざん、漏えいおよび
情報の消失を防止するため、技術面および環境面の対策を講
じ、情報の保護に努めます。

教育啓発
従業者に対して、情報セキュリティに関する教育・訓練を実施し、
法令、本方針、基準等の遵守・徹底を図るとともに、違反者に
対しては厳正に対処します。

委託管理
業務を外部委託する際は、委託先に対して、本方針を周知する
とともに、守秘義務の条項を含めた契約を締結するなど、委託
先も含めた情報管理を徹底します。

事故対応
万一の情報セキュリティ上の事件・事故に備えた体制を整備し、
被害を最小限に留めるとともに、事件・事故の再発防止に努め
ます。

維持向上
法令改正や社会情勢の変化などに的確に対応し、継続的な情報
セキュリティの確保・向上に努めます。

1

2

3

4

5

6

7

東北電力企業グループは情報セキュリティの確保に向けて以下の事項を推進します。

東北電力企業グループ情報セキュリティ基本方針

※従業者：雇用関係にある従業員のみならず、派遣社員、役員なども含む

PLAN
基準など制定
教育・監査計画

PDCA
サイクル

DO
基準など適用
教育・啓発活動

CHECK
運用状況
遵守状況確認

ACTION
見直し・改善

■情報セキュリティマネジメント 個人情報保護方針＆個人情報保護法に基づく公表事項などに関するご案内
http://www.tohoku-epco.co.jp/privacy/index.html
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東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
環
境
経
営
の
推
進

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り

環
境
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
で

環
境
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す

﹇
基
本
的
な
考
え
方
﹈

　

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、「
地
域
社
会
と
の
共

栄
」、「
創
造
的
経
営
の
推
進
」
と
い
う
経
営
理
念
に

基
づ
き
、
地
域
と
共
に
歩
む
複
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー

ビ
ス
企
業
と
し
て
、
積
極
的
に
環
境
負
荷
の
低
減
お

よ
び
環
境
保
全
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
行
動
指
針
﹈

①
安
全
確
保
と
安
定
供
給
を
前
提
に
、
経
済
性
と

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
効
率
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

②
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
を
含
め
た
需
給
両
面
か
ら
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
協
力
・
貢
献
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

③
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、廃
棄
物
の
排
出
抑

制
・
再
使
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

④
生
物
多
様
性
の
保
全
に
資
す
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
事
業
活
動
に
お
い
て
、
環
境
に
関
わ
る
法
令
お
よ

び
協
定
等
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
環
境
負
荷

の
低
減
お
よ
び
環
境
保
全
活
動
に
努
め
ま
す
。

⑥
従
業
員
一人
ひ
と
り
の
環
境
に
対
す
る
意
識
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の一
員
と
し
て
環

境
保
全
活
動
に
努
め
ま
す
。

⑦
環
境
に
関
す
る
目
標
を
明
確
に
定
め
、
定
期
的

に
進
捗
管
理
し
な
が
ら
、
そ
の
達
成
に
向
け
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑧
本
方
針
に
基
づ
く
環
境
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
広
く
情
報
公
開
し
、
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
に
努
め
ま
す
。

環
境
経
営
の
推
進
体
制

　

社
長
を
議
長
と
す
る「
地
球
環
境
問
題
対
策
推

進
会
議
」に
お
い
て
、
全
社
的
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
総
合
的
な
観
点
か
ら
横
断
的
に
審
議
し
、
地

域
社
会
と
と
も
に
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
た

環
境
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」に
お
い
て
、

全
社
的
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
・
計
画
、
個

別
施
策
、
実
績
評
価
に
つい
て
部
門
横
断
的
に
審
議

し
、
地
球
環
境
問
題
対
策
推
進
会
議
に
提
案
・
報

告
し
て
い
ま
す
。

環
境
経
営
の
責
任
体
制

　
「
環
境
推
進
統
括
責
任
者
」の
も
と
会
社
全
体
の

環
境
経
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、各
事
業
所
トップ

の「
環
境
推
進
責
任
者
」の
も
と
、環
境への
取
り
組
み

を
的
確
に
実
践
す
る
体
制
を
構
築
し
てい
ま
す
。

　

な
お
、
当
社
は
全
て
の
火
力
発
電
所
と
女
川
原

子
力
発
電
所
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
認
証
取
得
か
ら
１０
年
以
上

が
経
過
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
継
続
的
改

善
が
日
常
業
務
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、２
０
１
２
年
度
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
に
準
じ
た
当
社
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
全
て
の
事
業
所
で
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
環
境
経
営

　
「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
環
境
委
員
会
」に
お
い
て
、

グ
ル
ー
プ一体
と
な
っ
た
環
境
活
動
の
方
針
、
計
画
の

立
案
、
実
績
評
価
・
見
直
し
を
行
い
、
環
境
影
響
の

継
続
的
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
環
境
委
員
会
の
各
社

（
30
社
）は
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
ま
た
は
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
に
準
じ
た
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
で
あ
る「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｔ‐

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）」
認
証
取
得
な
ど
に

よ
り
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
・
継
続
的
改
善

を
図
って
い
ま
す
。

環
境
へ
の
基
本
姿
勢
を
共
有
し
て

環
境
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
環
境
経
営
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
「
環
境
へ
の
基
本
姿
勢
」
を

共
有
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
環
境
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
方
針

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ「
環
境
へ
の
基
本
姿
勢
」

私
た
ち
の
目
指
す
環
境
の
姿

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
経
営
を

通
じ
て
地
域
社
会
と
と
も
に
持
続
可
能

な
発
展
を
実
現
さ
せ
る
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

み　

な　

さ　

ま

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

■東北電力の環境経営の推進体制

報告

提案・報告

連携

提
案
・
報
告

東北電力グループ
環境委員会

（委員長：環境部長）

各事業所
管理職会議等

（責任者：店所長等）

環境マネジメント委員会
（委員長：最高経営層）

事務局
（環境部・企画部）

社内環境監査
地球環境問題対策
推進会議

（議長：社長）

CSR推進会議
（議長：社長）
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社会の一員として信頼され続けるために

39

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
良
質
で
低
廉
な
電
気
の
安
定
供
給
を
大
前
提
に
「
Ｃ
Ｏ
２
の
少

な
い
電
気
を
『
つ
く
る
』『
お
く
る
』
取
り
組
み
」
と
「
お
客
さ
ま
と
と
も
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
減

ら
す
取
り
組
み
」
と
い
う
需
給
両
面
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
績

　

当
社
の
２
０
１
１
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
反

映
し
た
調
整
後
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
４
１
１
３
万
ｔ‐

Ｃ

Ｏ
２
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
は
０
・
５
４
６
kg‐

Ｃ
Ｏ
２

／
kWh
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
度
と
比
較
し
て
販
売
電
力
量
が
減

少
し
た
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に
よ

り
火
力
発
電
用
の
燃
料
消
費
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
と
も

増
加
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
東
北
地
域
に
適
地
の
多
い
水
力
、
地
熱

発
電
の
導
入
を
進
め
て
い
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
・

風
力
発
電
の
利
用
拡
大
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、

環
境
特
性
に
優
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

国
内
最
多
の
水
力
発
電
所
を
保
有

　

水
力
発
電
は
、
河
川
の
水
を
利
用
し
て
発
電
す

る
、
運
転
の
過
程
で
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
純
国
産
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
当
社
は
、
国
内
最
多

の
２
１
０
カ
所
（
約
２
４
３
万
kW
）の
水
力
発
電
所

を
有
し
て
お
り
、
当
社
グ
ル
ー
プ
企
業
の
約
１２
万
kW

を
合
わ
せ
る
と
、
総
出
力
は
約
２
５
５
万
kW
に
な
り

ま
す
。

豊
実
発
電
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
は
じ
め
と
す
る

水
資
源
の
有
効
活
用

　

只
見
川
・
阿
賀
野
川
水
系
に
は
、
１１
の
ダ
ム
と
そ

れ
に
付
随
す
る
１６
の
水
力
発
電
所
が
あ
り
、
最
大

出
力
約
８６
万
kW
（
揚
水
発
電
所
を
含
め
る
と
約
１

３
２
万
kW
）
と
、
当
社
最
大
の
水
力
電
源
地
帯
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
、１
９
２
９
年
に
運
転
を
開
始
し
た
豊

実
発
電
所
に
お
い
て
、
水
資
源
の
さ
ら
な
る
有
効
活

用
を
目
的
に
、リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
って
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
、
水
車
発
電
機
を
６
台
か
ら
２
台

に
見
直
し
、
高
効
率
の
立
軸
バ
ル
ブ
水
車
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
水
量
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

１０
％
程
度
の
出
力
増
（
５
万
６
４
０
０
kW
↓
６
万
１

８
０
０
kW
）
を
図
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
豊
実
発
電
所
の
出
力
増
に
よ
り
、
年
間
約
４
３

７
０
ト
ン（
一
般
家
庭
約
８
５
０
世
帯
分
の
年
間
排

出
量
に
相
当
）の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
建
設
工
事
を
進
め
て
い
る
津
軽
発

電
所
を
含
め
、
水
力
発
電
所
の
建
設
（
３
カ
所
、１

万
３
２
３
０
kW
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

水
力
発
電
所
の
運
転
開
始
に
よ
り
、
合
計
で
年
間

約
３
万
３
１
５
０
ト
ン（
一般
家
庭
約
６
４
４
０
世
帯

分
の
年
間
排
出
量
に
相
当
）の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
社
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
績

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を

通
じ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

と
よ 

み

と
よ 

み

と
よ

み

■現在新設工事計画を進めている水力発電所
地点

津軽発電所

飯野発電所

第二薮神発電所

出力

8,500kW

230kW

4,500kW

運転開始予定

2016年5月

2014年2月

2016年3月

CO2排出削減効果※

年間約22,390トン

年間約930トン

年間約9,830トン
※当社2011年度調整後CO2排出原単位を使用して試算 

発電電力量

4,100万kWh/年程度

170万kWh/年程度

1,800万kWh/年程度

■豊実発電所の出力

出力

水車・発電機台数

現状

56,400ｋW

6台

改修後

61,800kW

2台

運転開始予定

2013年
9月予定

出力増によるCO2排出削減効果※

年間約4,370トン

※当社2011年度調整後CO2排出原単位を使用して試算

とよ  み

リニューアル工事を行っている豊実（とよみ）発電所
（新潟県東蒲原郡）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
た
、

太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
発
電
の
取
り
組
み
は
、

23
〜
26
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
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火
力
発
電
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
観
点
か

ら
、
重
要
な
電
源
で
す
。グ
ル
ー
プ
企
業
を
含
め
当

社
で
は
、日
常
の
き
め
細
や
か
な
運
転
管
理
や
高
効

率
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
（※

１
）の
導

入
に
よ
る
熱
効
率
（※

２
）の
維
持
・
向
上
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
火
力
発
電

所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

火
力
発
電
所
の
熱
効
率
の
向
上

　

熱
効
率
の
向
上
は
、
火
力
発
電
所
に
お
け
る
化

石
燃
料
の
使
用
量
を
減
少
さ
せ
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

抑
制
し
ま
す
。

　

当
社
で
は
、ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
の

導
入
拡
大
に
取
り
組
み
、
新
設
の
仙
台
火
力
発
電

所
４
号
機
で
は
世
界
最
高
水
準
の
熱
効
率
約
５８
％

を
達
成
し
て
い
る
ほ
か
、
計
画
中
の
新
仙
台
火
力
発

電
所
３
号
系
列
で
も
さ
ら
な
る
熱
効
率
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

仙
台
火
力
発
電
所
で
の
リ
プ
レ
ー
ス
実
施

　

仙
台
火
力
発
電
所
は
１
９
５
９
年
か
ら
４０
年
以

上
に
わ
た
り
電
力
の
安
定
供
給
の一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
が
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
や
コ
ス
ト
競
争
力

強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
老
朽
化
し
た
１
〜
３
号
機

の
石
炭
火
力
を
廃
止
し
、
高
効
率
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
で
あ
る
４
号
機
と
し
て
２
０

１
０
年
７
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
（
そ
の

後
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
ま
し
た
が
、２
０
１

２
年
２
月
に
営
業
運
転
を
再
開
し
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、こ
の
リ
プ
レ
ー
ス
実
施
に
よ
り
、Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
年
間
約
９０
万
ト
ン（
一般
家
庭
約
１７
万
５
０

０
０
世
帯
分
の
年
間
排
出
量
に
相
当
）
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（※

）

※

利
用
率
70
％
で
試
算
し
た
値
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
導
入

　

当
社
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
（
木
質
チ
ッ
プ
）

を
石
炭
火
力
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
社

グ
ル
ー
プ
企
業
の
酒
田
共
同
火
力
発
電
（
株
）
な
ど

と
連
携
し
、２
０
１
１
年
５
月
よ
り
酒
田
共
同
火
力

発
電
所
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
（
木
質

チ
ッ
プ
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
発
電
所
で
使
用
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

（
木
質
チ
ッ
プ
）は
、
配
電
線
の
保
守
作
業
な
ど
に
伴

い
発
生
す
る
伐
採
木
を
活
用
す
る
も
の
で
、
当
社
グ

ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル（
株
）の

工
場
で
加
工
し
、
石
炭
と
と
も
に
燃
料
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
１
２
年
４
月
よ
り
当
社
の
能
代
火
力

発
電
所
に
お
い
て
も
地
元
の
未
利
用
材
を
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
（
木
質
チ
ッ
プ
）
と
し
て
試
運
用
を

行
って
い
ま
す
。

送
配
電
損
失
率
の
低
減

　

当
社
は
、送
配
電
に
伴
う
電
力
損
失
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
で
も
、Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

架
空
送
電
線
で
は
、
電
気
抵
抗
を
２０
％
以
上
低

減
で
き
る「
ヒ
レ
付
低
ロ
ス
電
線
」の
採
用
拡
大
な

ど
の
設
備
対
策
に
加
え
、
電
力
損
失
を
最
小
化
さ

せ
る
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
電
系
統
の
運
用

な
ど
に
よ
り
、
近
年
の
送
配
電
損
失
率
を
５
〜
６
％

程
度
に
ま
で
低
減
し
て
い
ま
す
。

環
境
調
和
型
変
圧
器
の
導
入

　

当
社
は
、
電
気
を
お
客
さ
ま
に
送
る
過
程
で
の

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
、
北
芝
電
機
（
株
）

と
共
同
で「
環
境
調
和
型
変
圧
器
」
を
開
発
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、
絶
縁
油
を
鉱
油
（
原
油
を
精
製
）

か
ら
ナ
タ
ネ
油
に
替
え
た
も
の
で
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

変
圧
器
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
１
台
あ
た
り
約

３２
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。こ
の

変
圧
器
は
梁
川
変
電
所
（
福
島
県
）
な
ど
で
２
０
１

０
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、電
力
会
社
が
使
用
す
る
配
電
用
変
圧
器

（
６
万
６
０
０
０
Ｖ
）の
よ
う
な
大
型
変
圧
器
で
絶
縁

油
に
ナ
タ
ネ
油
を
用
い
る
の
は
国
内
初
と
な
り
ま
す
。

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
お
客
さ
ま
の
電
気
ご

使
用
量
や
電
気
の
ご
使
用
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
な

ど
を
ご
確
認
い
た
だ
け
る「
電
気
ご
使
用
実
績
照
会

サ
ー
ビ
ス
」や
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
量
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
家

計
簿
の
機
能
や
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

の
取
り
組
み
メ
ニュ
ー
な
ど
を
情
報
発
信
し
、
お
客

さ
ま
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

火
力
発
電
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

送
配
電
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

お
客
さ
ま
と
と
も
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を

減
ら
す
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す

■石炭火力での木質バイオマス燃料導入の概要（酒田共同火力発電所の例）

配電線保守作業などに伴う伐採

伐採木
収集

燃料
運搬

木質バイオマス燃料への加工・販売 2号機で石炭と混焼

東北電力
（管内各地）

グリーンリサイクル工場
（岩手県北上市）

酒田共同火力発電所
（山形県酒田市）

■木質バイオマス燃料の導入による効果

●CO2排出量が年間約5,000トン削減（一般家庭約1,000世帯分の年間排出量に相当）※

●当社管内の伐採木を当社管内の発電所で使用する「地産地消」の取り組みの推進
※酒田共同火力発電所での導入効果（試算）

※

１　

ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
：
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
回
し

終
え
た
排
ガ
ス
の
余
熱
を
利
用
し
て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回

す
も
の
で
、
熱
効
率
の
向
上
に
寄
与
す
る

※

２　

熱
効
率
：
燃
料
の
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
う
ち
、ど
れ
く
ら
い
の
量
が
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
っ
た

か
を
割
合
で
表
し
た
数
値



社会の一員として信頼され続けるために

2010年度、2011年度に3R大臣表彰を2年連続受賞

41

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

管
理
・
無
害
化
処
理
を

推
進
し
て
い
ま
す

循
環
型
社
会
形
成
・
地
域
環
境
配
慮
の
取
り
組
み

　

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
廃
棄
物
の
３
Ｒ（※

）の
取
り
組
み
や
、
地
域
環
境
と
の
調
和

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

※

３
Ｒ
と
は
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
発
生
抑
制
）、Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
）、Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）の
総
称
で
す
。

　

主
な
廃
棄
物
に
は
発
生
量
の
約
７
割
を
占
め
る

石
炭
灰
（
燃
え
が
ら
、
ば
い
じ
ん
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
全
量
有
効
利
用
し
て
い
る
石
こ
う
、
金

属
く
ず
、
が
れ
き
類
の
ほ
か
、
碍
子
く
ず
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
廃

棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
、
電
子
マ
ニ
フ
ェス
ト
の
導
入
や

「
廃
棄
物
３
Ｒ
施
策
検
討
会
」の
設
置
に
よ
り
、一層

の
３
Ｒ
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
守･

点
検
や
技
術
開
発
に
よ
る
減
量
化（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）

　

保
守･

点
検
を
き
め
細
か
に
行
う
こ
と
に
よ
り
電

力
設
備
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
や
変
電
所
に
配
電
盤
を
運
搬
す

る
際
の「
木
枠
梱
包
」に
代
え
て「
配
電
盤
運
搬
用

据
付
コ
ン
テ
ナ
」
を
グ
ル
ー
プ
企
業
と
共
同
開
発
し
、

梱
包
材
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
力
量
計
な
ど
を
修
理
・
点
検
し
再
使
用（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）

　

回
収
し
た
電
力
量
計
や
柱
上
変
圧
器
は
グ

ル
ー
プ
企
業
に
お
い
て
修
理･

点
検
し
再
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
ブ
レ
ー
カ
や
開
閉
器
な
ど
も
再
使
用

を
図
り
、
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

使
用
済
み
工
事
用
資
材
の
再
資
源
化（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

●
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

配
電
柱
の
傾
斜
な
ど
を
防
止
す
る
配
電
柱
基
礎

補
強
機
材「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ね
か
せ
」 

を
開
発
・
導

入
し
て
い
ま
す
。配
電
設
備
か
ら
回
収
さ
れ
る
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ね
か
せ
」の
材
料
と

し
て
グ
ル
ー
プ
企
業
で
再
生
し
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

●
電
線
く
ず
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

配
電
工
事
な
ど
で
撤
去
さ
れ
た
電
線
の
銅
く
ず

は
配
電
用
電
線
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｖ
Ｃ（
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
）
被
覆
は
再
び

電
線
の
被
覆
材
と
し
て
再
生
し
て
い
ま
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

　

発
電
所
な
ど
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
影
響

評
価（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）を
行
い
、周
辺
の
大
気
・

水
・
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境
関
係
法
令
や
協
定
を

遵
守
し
、
地
域
の
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
保
有
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
つ
い
て
、

関
連
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

無
害
化
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
を
適
正
処
理
し
、

３
Ｒ
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す

グ
ル
ー
プ
企
業
と
連
携
を
図
り
、

３
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■廃棄物処理と3Rの流れ

○廃プラスチック（ねかせ）
○金属くず（再生電線） など

○開閉器
○柱上変圧器
○電力量計 など

○石炭灰
　（セメント原料、土地造成材など）
○石こう（副生品）
　（セメント原料、石膏ボードなど）
○古コンクリートくず
○碍子くず
　（道路路盤材など） など

廃棄物
発生量
58.7万ｔ

○機器の長寿命化
○梱包の簡素化 など

○資材
○燃料

Recycle

Reuse

Reduce

IN OUT
有効利用量
51.5万ｔ

最終処分量 7.1万ｔ

既設コンクリート構造物の解体から再生骨材コンクリートの再利用までの流れ

コンクリート構造物の解体

再生骨材コンクリートの再利用 再生骨材コンクリートの製造 粒径分類後の骨材

粒径分類設備 投入口

コンクリート塊の一次破砕 二次破砕・粒径ごとに分類

　豊実・鹿瀬発電所工事所の解体コンクリートの有効利用の取り組みが評価され、
2011年度「リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰」（主催：リデュース・
リユース・リサイクル推進協議会）において、「国土交通大臣賞」〔前田建設工業（株）・
飛島建設（株）・会津土建（株）・入谷建設工業（株）・滝谷建設工業（株）の共同企
業体との連名〕を受賞しました。
　今回受賞した取り組みは、連名受賞した各社が連携・協力して実施するもので、豊
実発電所のリニューアル工事に伴って発生する解体コンクリートを、既設水車発電機
の撤去に伴い生じた発電所基礎空洞部の埋戻しコンクリート用骨材などとして、再び
豊実発電所構内で利用し、産業廃棄物の発生量を大幅に低減させたものです。
　なお、2010年度にも同表彰において、東新潟火力発電所の取り組みが「経済産
業大臣賞」を、能代火力発電所の取り組みが「国土交通大臣賞」〔東北発電工業（株）・
秋田県建設交通部・能代山本生コンクリート協同組合との連名〕をそれぞれ受賞して
おり、2年連続の大臣表彰受賞となります。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
り

地
域
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す

とよ み

とよ み

とよ

み

かの せ

※端数処理の関係で合計値が一致しません
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地
域
協
調
活
動
の
推
進

地
域
協
調
の
考
え
方
を

社
員
一
人
ひ
と
り
が

持
ち
続
け
て
い
き
ま
す

「
地
域
協
調
推
進
会
議
」を

設
置
し
て
い
ま
す

　
「
東
北
の
繁
栄
な
く
し
て
当
社
の
発
展
な
し
」。
１
９
５
１
年
の
創
立
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
地
域
に
対
す
る
当
社
の
考
え
方
で
す
。
地
域
社
会
の一員
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
は
９
７
３
件
の
活
動
を

行
い
、
延
べ
約
１
万
１
５
０
０
人
の
社
員
が
地
域
協
調
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

地域協調の取り組み事例

［山形ブロック地域協調推進委員会］
山形技術センターでは、毎年地域の保育園を訪問して、
花のプランターの贈呈や照明器具などの点検・清掃活動
を実施するなど、子どもたちとの交流を図っています。

山形県保育園訪問活動

［水沢営業所地域協調推進委員会］
ー関営業所では、一関市街の中心部を流れる磐井川で約
100匹の鯉のぼりを泳がせる、毎年恒例の「磐井川鯉の
ぼり渡し」において、グループ企業の社員とともに鯉のぼ
り取り付け作業に協力しています。

岩手県「磐井川鯉のぼり渡し」への協力

［むつブロック地域協調推進委員会］
むつ営業所では、むつ市の社会福祉協議会が実施してい
る除雪ボランティアに参加し、一人暮らしの高齢者宅を訪
問して除雪を行っています。

青森県「除雪ボランティア」への参加

［長岡ブロック地域協調推進委員会］
長岡営業所では地元のNPOや、地域住民の方々と協力
しながら約700本の植樹を実施し、地域の環境整備のお
手伝いをしています。

新潟県八方台植樹活動

地域協調における行動のポイント

1. 私たちは、私たちが働き、生活する地域がより良くなるよう、
地域社会の一員としての役割と責任を果たしていきます。

2. 私たちは、日常業務を含むさまざまな機会を捉え、地域の皆
さまと密接なコミュニケーションを図っていきます。

3. 私たちは、地域協調の考え方を深く心に刻むとともに、当社
従業員のDNAとして将来にわたって引き継いでいきます。

■地域協調推進会議体制

常務会 最高経営層
地域協調推進会議
議長　副社長

支店
地域協調推進委員会
委員長　支店長

営業所
地域協調推進委員会
（広域運営）

関係会社
地域協調推進会議

本店

拠点営業所
および営業所エリア内の

全ての事業所

支店
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地
域
協
調
と
は
、
当
社
そ
し
て
社
員
一人
ひ
と
り

が
、
地
域
社
会
の一
員
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
果

た
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
地

域
社
会
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。こ
れ
は
、
当
社
の

経
営
理
念
の一つ
と
し
て
、「
地
域
繁
栄
へ
の
奉
仕
」

か
ら
「
地
域
社
会
と
の
共
栄
」へ
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
当
社
の
基
本
精
神
で
す
。
会
社
業
務
あ
る
い

は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域

協
調
の
精
神
を
深
く
心
に
刻
み
、
次
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

　

当
社
は
、
地
域
協
調
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、「
地
域
協
調
推
進
会
議
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

各
支
店
・
営
業
所
の「
地
域
協
調
推
進
委
員
会
」

が
、
地
域
へ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
主
性
・
地
域
性
を
発
揮
し
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
各
事
業
所
の
活
動
事
例
を

事
業
所
間
で
共
有
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

と
の
対
話
を
通
じ
、よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。



お客さまから信頼され続けるために

送
電
・
配
電
に
お
け
る
安
定
供
給
と
安
全
の
確
保

　

当
社
で
は
、
お
客
さ
ま
に
安
定
的
に
電
気
を
お

届
け
す
る
た
め
、日
々
、
設
備
の
巡
視
・
点
検
や
保

修
工
事
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
設
備
の
故
障

に
よ
る
停
電
の
防
止
と
停
電
の
迅
速
な
復
旧
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
へ
電
気
を
お
届
け
し
て
い
る
配
電
線

は
、「
配
電
自
動
化
シ
ス
テ
ム
」に
よ
り
２４
時
間
休
み

な
く
監
視
・
制
御
を
行
っ
て
い
ま
す
。
万
一、
停
電
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
故
障
範
囲

を
速
や
か
に
判
定
し
、
配
電
線
の
開
閉
器
を
遠
隔

制
御
し
て
健
全
区
間
へ
電
気
の
自
動
融
通
を
行
う

な
ど
、
停
電
範
囲
の
縮
小
と
迅
速
な
復
旧
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
を

含
め
た
、
停
電
発
生
時
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
開
発
に
取
り
組
み
、「
配
電
業
務
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び「
災
害
復
旧
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
が
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
た
１
９
６

０
年
〜
１
９
７
０
年
代
に
多
く
の
送
電
線
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
経
年
設
備
が
増
大
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
当
社
は
安
定
し
た
電
気

を
お
客
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
、日
常
の
巡
視
・

点
検
な
ど
に
よ
る
保
守
を
万
全
に
行
い
な
が
ら
、
電

線
張
替
な
ど
に
よ
る
工
事
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、こ
れ
ら
経
年
設
備
対
策
を
的
確
に
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

電
線
の
経
年
設
備
対
策
と
し
て
は
、
近
年
沿
岸

部
を
中
心
に
ア
ル
ミ
線
の
軽
微
な
劣
化
現
象
が
散

見
さ
れ
は
じ
め
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
実
態
調
査

や
細
密
点
検
に
よ
る
判
定
を
行
い
、
電
線
張
替
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
や

耐
劣
化
性
電
線
の
採
用
を
行
い
、
保
守
や
工
事
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
塔
な
ど
の
支
持
物
の
経
年
設
備
対
策
と
し
て

は
、
鋼
材
の
劣
化
を
防
止
す
る
た
め
、
防
錆
塗
装

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
お
客
さ
ま
へ
の
安
定
供
給
（
信
頼
性
）

と
低
廉
な
料
金
（
経
済
性
）
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
最
適
な
保
守
作
業
と
工
事
を
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

送
電
線
や
配
電
線
に
近
づ
き
過
ぎ
た
り
触
れ
た

り
す
る
と
、
生
命
に
関
わ
る
重
大
な
感
電
事
故
を

引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

事
故
に
よ
り
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
当

社
で
は「
釣
り
場
・
海
水
浴
場
」や「
こ
い
の
ぼ
り
・

祭
り
・
凧
上
げ
」
な
ど
が
行
わ
れ
る
場
所
な
ど
で
、

時
節
を
捉
え
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
危
険
な
個
所

は
な
い
か
な
ど
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
線
近
く
で
ク
レ
ー
ン
や
重
機
に
よ
る
建
設
工
事
、

樹
木
の
伐
採
、
な
ら
び
に
有
人
・
無
人
ヘ
リ
に
よ
る

農
薬
散
布
作
業
な
ど
を
行
う
土
木
建
築
業
、
伐
採

業
、
農
業
、
な
ら
び
に
釣
具
店
な
ど
の
お
客
さ
ま
を

訪
問
し
、
安
全
助
言
の
実
施
や
、ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
の
配
布
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、感
電
防
止
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
閲
覧
さ
れ
る
お
客
さ
ま
へ
、
広

く
啓
発
を
行
って
い
ま
す
。

停
電
の
少
な
い
安
定
的
な

電
力
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

経
済
性
・
信
頼
性
を
考
慮
し
た

経
年
設
備
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

お
客
さ
ま
の
感
電
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す

　

当
社
は
、
お
客
さ
ま
が
常
に
安
心
し
て
電
気
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
送

電
設
備
・
配
電
設
備
の
日
常
的
な
巡
視
・
点
検
な
ど
に
よ
る
保
守
を
万
全
に
行
う
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
供
給
の
安
定
性
に
向
け
た
設
備
の
更
新
も
進
め
て
い
ま
す
。

■停電発生時の早期復旧を支援するシステム（概念図）

電線点検作業

43

建設現場のお客さまへの安全助言活動

現　地

遠制用
開閉器

開閉器の遠隔制御

設備被害写真
の撮影

ハンディ
ターミナル

被害数量
の入力

＜配電業務ナビゲーションシステム＞
・ 電柱番号入力による車両誘導
・ 停電情報の送受信

＜配電自動化システム＞
・ 故障範囲の判定
・ 開閉器の遠隔制御

＜災害復旧支援システム＞
・ 電柱単位での被害状況集約
・ 設置種別ごとの被害集計

営業所
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公
正
な
調
達

　

当
社
の
調
達
活
動
は
、
公
正
・
公
平
な
評
価
に

基
づ
き
明
確
に
行
わ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
調
達

手
続
き
な
ど
を
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
と
の
取
引
を
希
望
す
る
皆
さ

ま
よ
り
、
随
時
、
製
品
の
ご
提
案
な
ど
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
や
廃
棄
物
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

資
材
を
調
達
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
当
社
で
は
、

「
東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定

め
、「
グ
リ
ー
ン
提
案
制
度
」
を
設
け
る
な
ど
、
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
へ
調
達
活
動
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
達
業
務
に
従
事
す
る
社
員
に
対
し
て

は
、
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

調
達
に
関
わ
る
法
令
に
つ
い
て
の
社
員
教
育
の
実

施
、
社
内
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
関
係
法
令
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
な
ど
、
健
全
な
企
業
風
土

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
企
業
信

頼
度
向
上
に
資
す
る
教
育
施
策
を
継
続
的
に
行
い

な
が
ら
、
業
務
遂
行
能
力
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
当
社
は
、
資
材
取
引
先
の
皆
さ
ま
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
位
置
付
け
て
お
り
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る

社
会
的
責
任
を
、
取
引
先
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
果

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
当
社
で

は
、
資
材
取
引
先
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
事
項
と
し
て
、
国
内
外
に
お
け
る
全
て
の
関
係
法

令
の
遵
守
、
人
権
の
尊
重
な
ど
、７
つ
の
実
践
項
目

（「
資
材
取
引
先
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
」）
を
設
定

し
て
お
り
、
主
な
資
材
取
引
先
の
皆
さ
ま
（
２
０
１

１
年
度
は
約
１
５
０
社
）に
対
し
て
は
、
そ
の
取
り

組
み
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
社
で
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
取
引
先
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を

よ
り
深
め
る
た
め
、
資
材
調
達
に
関
す
る

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
調
達
基
本
方
針
」の
も
と

公
正
な
調
達
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

　

当
社
で
は
、
資
材
調
達
に
際
し
て
、
安
定
調
達
・
品
質
確
保
を
前
提
と
し
た
調
達
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
さ
ら
な
る
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
調
達
活
動
に
お
い

て
も
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

調達関連情報
http://www.tohoku-epco.co.jp/partne/sizai/index.html

オープン
当社は、優れた実績のある取引先の皆さまとの関係を維持す

るだけでなく、常に新しい取引先の皆さまから購入すること

にも心がけています。このため、国内外の企業に広く門戸を

開き、当社とのビジネスチャンスを提供します。

公正
当社は、調達にあたって、品質、価格、納期、安定供給、アフター

サービス、既設設備との技術的な整合性、取引の実績ならび

に企業姿勢などを総合的に勘案し、公正・公平な評価にもと

づいて選定します。

法令・社会規範の遵守
当社は、調達にあたって、国内外を問わず事業活動を展開す

る地域において、人権の尊重はもとより、全ての関連法規を

遵守するとともに、その精神をも尊重して業務を遂行します。

また、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力は断固

として排除し、取引先の皆さまにも同様の排除を求めます。

安全の確保
当社は、安全に関する関連法令等を遵守するとともに、安全

の確保、災害の防止に取り組みます。

環境への配慮
当社は、環境の保全や資源の有効活用に配慮するとともに、

グリーン調達を推進し、資源循環型社会の構築に努めます。

情報の適正な管理
当社は、調達を通じて知り得た機密情報、個人情報等を適切

に管理、保護します。

相互信頼
当社は、公正な調達を通じて、取引先の皆さまと良好な相互

信頼関係を築くことをめざします。

社会への貢献
当社は、調達を通じて、取引先の皆さまとともに社会に貢献

します。

1

2

3

5

4

6

7

8

調達基本方針
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パフォーマンスデータ一覧

（年度）
■パフォーマンスデータ一覧

大項目 分　類 データ項目

原子力
火力
水力
新エネルギー等
他社受電
発電所内電力
揚水用電力
当社オフィス等
送配変電ロス

石炭
重油
原油
天然ガス
LNG
原子燃料
工業用水
ガソリン
軽油
石灰石
アンモニア
CO2（CO2クレジット反映前）
CO2（CO2クレジット反映後）
CO2排出原単位（CO2クレジット反映前）
CO2排出原単位（CO2クレジット反映後）
SF6回収率
HFC保有量
HFC排出量
廃棄物発生量
廃棄物最終処分量
産業廃棄物リサイクル量
廃棄物有効利用率
SOx排出量
SOx排出原単位
NOx排出量
NOx排出原単位
排水量
車両からのCO2排出量
全火力総合熱効率（低位発熱量基準）
太陽光発電からの購入実績
送配電損失率の推移
東北電力管内のエコキュート普及推移（累計）

女川原子力発電所
東通原子力発電所
発生量
減容量
保管累計量
貯蔵容量
発生量
減容量
保管累計量
貯蔵容量
社内対話活動
地域行事への参加など
施設見学会、エネルギー・環境に関する講演会・説明会など
人口密度
単位面積あたりの販売電力量
電柱1基あたりのお客さま数
お客さま1軒あたりの送電線の長さ
お客さま1軒あたりの配電線の長さ
電源
流通
その他
合計

発電量

購入電力量
使用電力量・ロス量

販売電力量
発電用燃料使用量

水使用量
車両燃料使用量

その他使用量

CO2排出量

CO2以外の
温室効果ガス排出

廃棄物

その他排出物

地球温暖化防止

原子力発電所設備利用率
放射線従事者の平均線量

固体廃棄物
（女川原子力発電所）

固体廃棄物
（東通原子力発電所）

地域協調活動

東北の地域特性と
需要密度

設備工事費

環境

原子力

地域

お客さま

億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
億kWh
百万kWh
万t
万kl
万kl
億Nm3
万t
t
万t
kl
kl
万t
万t
万t
万t

kg-CO2/kWh
kg-CO2/kWh
%
ｔ
t-CO2
万t
万t
万t
%
万t
g/kWh
万t
g/kWh
万t
万t
%
万kW
%
台
%

ミリシーベルト
ミリシーベルト
本
本
本
本
本
本
本
本
回
回
回

人/km2
万kWh/km2
口
m/口
m/口
億円
億円
億円
億円

191
498
79
12
144
33
1.5
1.3
48

84,072
785
96
40
2.4
319
2.3
932

2,588
940
11
0.7

3,979
（※1）
0.473
（※1）
99.4
25.4
864

113.0
12.9
99.9
88.4
1.3
0.25
1.5
0.30
336
0.8
43.6
9.3
5.3

58,669
66.3
0.9
0.0

3,720
2,844
25,308
30,000
1,224

0
2,524
9,000
74

1,280
1,925
151
106
2.6
1.9
18.5
434

1,305
401

2,141

188
471
80
9

143
31
1.0
1.5
50

81,101
760
64
24
2.4
316
2.3
904

2,567
823
11
0.7

3,802
2,760
0.469
0.340
99.6
28.2
990

108.1
17.4
90.6
83.8
1.0
0.21
1.3
0.29
339
0.8
44.1
10.7
5.7

95,892
65.7
0.6
0.2

5,320
3,012
27,616
30,000
2,144

0
4,668
9,000
156

1,269
2,024
149
102
2.5
1.9
18.7
685

1,340
495

2,521

204
446
76
10
133
32
0.4
1.6
47

78,992
784
35
11
2.4
295
2.5
914

2,510
724
12
0.7

3,696
2,547
0.468
0.322
99.4
33.2
893

112.1
19.5
92.5
82.5
0.8
0.18
1.2
0.28
342
0.8
43.8
14.1
5.6

133,374
71.1
0.6
0.2

4,532
5,540
26,608
30,000
2,028

0
6,696
9,000
221

1,289
2,048
148
99
2.5
1.9
18.7
523

1,491
440

2,455

207
429
82
9

177
31
1.0
1.6
45

82,706
730
38
18
2.4
279
2.5
876

2,520
759
10
0.7

3,550
2,700
0.429
0.326
99.1
34.9
1,170
106.5
26.5
79.9
75.0
0.8
0.18
1.2
0.28
320
0.8
44.2
19.5
5.1

174,826
72.1
0.7
0.2

7,097
6,637
27,068
30,000
1,164

0
7,860
9,000
256

1,604
3,522
148
104
2.4
2.0
19.5
705

1,112
349

2,165

0
511
64
10
244
22
3.3
1.3
51

75,304
331
112
74
2.6
489
0

772
2,209
838
5

0.5
4,120
4,113
0.547
0.546
99.5
37.8
2,699
58.7
7.1
51.5
87.7
0.9
0.19
1.5
0.29
215
0.7
45.3
25.1
6.2

215,294
0.0
0.4
0.1

3,128
3,604
26,592
30,000
1,168

0
9,028

9,120（※2）
131
973

1,902
146
95
2.5 
2.0 
18.9 
1,550
971
172

2,963

単位 2007 2008 2009 2010 2011

※1　法律の改正により、2008年度実績から獲得したＣＯ2クレジット量を反映することが可能となりました。
※2　固体廃棄物貯蔵所増設工事の工事計画届出に伴う記載の適正化により、2011年7月29日より貯蔵設備容量を9,120本相当に変更しました。
※3　2008年度は、純損失計上のため、配当性向を算出できません。  
※4　2010年度は、純損失計上のため、配当性向を算出できません。  
※5　2011年度は、純損失計上のため、配当性向を算出できません。
※6　2010年度から「家族の介護のための休暇制度利用者数」に含まれることとなりました。
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■パフォーマンスデータ一覧

大項目 分　類 データ項目

水力発電所数
水力発電出力
火力発電所数
火力発電出力
地熱発電所数
地熱発電出力
原子力発電所数
原子力発電出力
太陽光発電所数
太陽光発電出力
発電所数合計
発電出力合計
送電設備こう長
送電設備回線延長
送電設備支持物
変電所数
変電所出力
配電設備こう長
配電設備電線延長
配電設備支持物
お客さま一戸あたりの平均停電回数
お客さま一戸あたりの平均停電時間
ヒートポンプ電化導入戸数（累計）
ヒートポンプ電化採用率（オール電化住宅に占める）
業務用電化厨房システム導入kW（累計）
業務用蓄熱等空調システム導入kW（累計）
経常収益
経常費用
経常損益
個別
連結
政府・地方公共団体
金融機関
その他の法人
外国人
個人・その他
発行済株式総数
株主数
決算説明会参加人数
経営計画説明会参加人数
機関投資家訪問社数
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
採用者数
各年度の制度対象者に対する採用者の割合
社員一人あたりの養成費
教育受講延べ人数
総実労働時間
時間外労働時間
育児休職制度利用者数
育児支援勤務時間制度利用者数
配偶者出産時の休暇制度利用者数
子の養育のための休暇制度利用者数
子の看護のための休暇（特別休暇）利用者数
介護休職制度利用者数
介護支援勤務時間制度利用者数
家族の介護のための休暇制度利用者数
単身赴任者の時差出勤制度利用者数
ボランティア休暇制度利用者数
マイセルフ休職制度利用者数
度数率推移
強度率推移
障害者雇用者数
障害者雇用率
管理職
一般職
合計

設備の概要

停電回数・停電時間

販売活動

収益と費用および
経常損益

配当性向

所有者別持株比率

主なIR活動実績

従業員数

管理職数

採用人数

平均年齢

平均勤続年数

高齢者再雇用制度採用者

社員一人あたりの養成費と
教育受講延べ人数の推移
労働時間

ワーク・ライフ・バランス
実現のための施策と
利用者数

労働安全衛生

障害者雇用

人権教育への参加実績

お客さま

従業員

カ所
万kW
カ所
万kW
カ所
万kW
カ所
万kW
カ所
万kW
カ所
万kW
km
km
基
カ所
万kVA
km
km
基
回
分
千戸
％
万kW
万kW
億円
億円
億円
％
％
％
％
％
％
％
株
人
人
人
社
人
人
人
人
人
人
歳
歳
年
年
人
％
千円
百人
時間
時間
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

人
％
人
人
人

211
242
13

1,088
4
22
2

327
─　　 
─　　 
230

1,680
14,817
23,838
58,459
609

6,451
142,603
570,518
3,000,866

0.11
19.5
─　　 
─　　 
25.2
29.4

18,107
17,721
385

441.8
173.1
4.1
38.2
6.4
9.6
41.7

502,882,585
241,211

135
66
134

11,301
767

4,910
65
266
34

40.8
40.3
21.0
19.3
58

37.9
172
168

1,950
253
27
135
433
12
177
0
2

109
120
23
2

0.35
0.0039
173
1.91
1,634
2,180
3,814

210
242
13

1,088
4
22
2

327
─　　 
─　　 
229

1,680
14,794
23,853
58,250
611

6,509
143,282
572,552
3,015,293

0.13
18
6

22.0
29.2
37.2

18,516
18,947
△431
（※3）
（※3）
4.1
36.7
6.6
11.4
41.2

502,882,585
237,086

130
68
111

11,474
807

4,922
66
452
62

40.6
39.4
20.8
18.5
49

32.7
238
178

1,945
257
31
127
400
6

194
0
2
95
198
15
2

0.17
0.0040
182
1.96
1,922
2,014
3,936

210
242
13

1,063
4
22
2

327
─　　 
─　　 
229

1,655
14,809
23,880
58,236
612

6,842
143,923
574,205
3,027,207

0.11
9
7

28.4
33.4
45.0

16,706
16,273
432

148.6
115.9
4.1
34.4
8.2
10.1
43.2

502,882,585
240,578

107
60
101

11,633
851

4,958
64
436
64

40.5
38.5
20.6
17.7
66

43.1
165
177

1,932
247
29
129
341
7

236
1
2

118
205
17
3

0.09
0.0041
184
1.96
2,064
2,607
4,671

209
242
13

1,129
4
22
2

327
─　　 
─　　 
228

1,721
14,881
23,948
58,182
615

7,142
144,612
576,464
3,038,972

0.71
2,914
12

43.3
37.6
52.6

17,169
16,366
802
（※4）
（※4）
4.1
32.9
8.2
10.3
44.5

502,882,585
241,672

132
50
106

11,859
865

4,964
68
349
29

40.1
38.2
19.9
16.8
77

65.3
171
193

2,006
304
28
127
384
（※6）
281
2
3

159
224
26
3

0.08
0.3049
187
1.98
1,290
1,663
2,953

210
243
12

1,088
4
22
2

327
1

0.15
229

1,681
15,127
24,577
58,329
617

7,275
144,190
574,558
3,035,936

0.78
582
14

55.5
41.7
61.5

16,942
18,707
△1,764
（※5）
（※5）
4.1
32.8
6.6
13.2
43.3

502,882,585
233,882

157
─　　 
139

11,921
873

4,972
69
311
28

41.2
39.1
20.4
17.7
68

54.4
134
137

1,973
269
14
128
326
（※6）
282
4
2

184
235
71
1

0.08
0.0002
198
1.90
1,320
1,448
2,768

単位 2007 2008 2009 2010 2011

（年度）
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100

〒980-8550 仙台市青葉区本町一丁目7番1号
TEL.022-225-2111（代表）

本レポートについてのご意見・お問い合わせは、広報・地域交流部までお願いいたします。

発行／2012 年12月
この冊子は、環境にやさしい「水なし印刷」「植物油インキ」
「古紙パルプ配合率 100％再生紙」を使用しています。

本レポートは「CSRレポート2012／特集版」です。
より詳しい情報を網羅した「CSRレポート2012／詳細版」は、
当社ホームページにてPDFでご覧いただけます。

http://www.tohoku-epco.co.jp/csrreport/
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